
今、　花ひらく小さな城下町　三春

（写真：第 18 回さくら湖マラソン大会２km 親子ペアの部スタート）

● 第 18 回さくら湖マラソン大会が開催されました／三春町定住促進事業のお知らせ／平成 28 年度町職員
募集／国民健康保険税のお知らせ／施設（個別）けんしんがはじまります



　

第
18
回
さ
く
ら
湖
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
、
６
月
14
日
中
郷
学
校
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と
し

て
開
催
さ
れ
、
大
会
当
日
は
エ
ン
ト
リ
ー
数
１
、５
８
７
人
中
１
、４
０
２
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が

18
部
門
に
分
か
れ
て
完
走
し
ま
し
た
。

　

早
朝
に
降
っ
て
い
た
雨
は
ス
タ
ー
ト
す
る
頃
に
は
上
が
り
、
蒸
し
暑
さ
は
残
り
ま
し
た
が
、

全
国
各
地
か
ら
参
加
さ
れ
た
ラ
ン
ナ
ー
の
皆
さ
ん
が
、
さ
く
ら
湖
周
辺
の
自
然
を
満
喫
し
な

が
ら
精
一
杯
の
走
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

10
㌔
メ
ー
ト
ル
一
般
男
子
39
歳
以
下
・
10
㌔
メ
ー
ト
ル
一
般
男
子
40
歳
代
・
10
㌔
メ
ー
ト

ル
一
般
男
子
60
歳
以
上
、
５
㌔
メ
ー
ト
ル
一
般
男
子
39
歳
以
下
の
４
部
門
で
大
会
新
記
録
を

更
新
し
ま
し
た
。
ま
た
、
中
学
生
の
部
門
の
町
内
ト
ッ
プ
の
選
手
に
は
下
重
庄
三
賞
、
小
学

生
の
部
門
の
町
内
ト
ッ
プ
の
選
手
に
は
三
春
町
長
賞
、
親
子
の
部
門
の
ト
ッ
プ
に
は
議
長
賞

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

第
18
回
さ
く
ら
湖
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催

10 ㌔メートル男女一斉にスタート

選手宣誓をする渡辺沙祐未（三春中）さん春田大橋をかける選手たち
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８
月
か
ら
介
護
保
険
の
一
部
が
変
わ
り
ま

す
。

▼ 

要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
へ

　
介
護
保
険
負
担
割
合
証
が
交
付
さ
れ
ま
す

　

65
歳
以
上
で
一
定
以
上
所
得
の
あ
る
方

は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
き

の
自
己
負
担
が
１
割
か
ら
２
割
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
に
伴
い
、
要
支
援
・
要
介
護
認
定

を
受
け
て
い
る
方
全
員
に
負
担
割
合
（
１
割

ま
た
は
２
割
）
が
記
載
さ
れ
た
「
介
護
保
険

負
担
割
合
証
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
際
は
、
被
保
険
者

証
と
負
担
割
合
証
の
両
方
が
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
、
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽ 

負
担
割
合
が
２
割
に
な
る
の
は
、
次
の

　
（
１
）（
２
）
の
両
方
に
該
当
す
る
方
で
す
。

（
１
）
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い

　

る
本
人
（
65
歳
以
上
）
の
合
計
所
得
金
額

　

が
１
６
０
万
円
以
上

（
２
）
年
金
収
入
＋
そ
の
他
の
合
計
所
得
金

　

額
が
次
の
い
ず
れ
か
の
場
合

① 

同
一
世
帯
で
65
歳
以
上
の
方
が
１
人
の

　

場
合　

２
８
０
万
円
以
上

② 

同
一
世
帯
で
65
歳
以
上
の
方
が
２
人
以

　

上
の
場
合　

３
４
６
万
円
以
上

※ 
負
担
割
合
証
は
７
月
下
旬
に
郵
送
し
ま

　

す
。

※ 

40
歳
以
上
65
歳
未
満
で
要
支
援
・
要
介

　

護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
は
一
律
１
割
負

　

担
と
な
り
ま
す
。

▼ 

低
所
得
の
方
が
施
設
を
利
用
し
た
際
の
食

　
費
・
居
住
費
の
軽
減
要
件
が
変
わ
り
ま
す

８
月
か
ら
介
護
保
険
の
一
部
が
変
わ
り
ま
す

　

低
所
得
（
住
民
税
非
課
税
世
帯
）
の
方
は

申
請
に
よ
り
そ
の
費
用
が
軽
減
さ
れ
ま
す

が
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は

軽
減
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

（
１
）
配
偶
者
が
住
民
税
課
税
（
同
一
世
帯

　

か
ど
う
か
は
問
わ
な
い
）

（
２
）
預
貯
金
等
が
次
の
い
ず
れ
か
の
場
合

① 

配
偶
者
が
い
な
い
方　

１
、０
０
０
万
円

　

以
上

② 

配
偶
者
が
い
る
方　

合
計
２
、０
０
０
万

　

円
以
上

　

預
貯
金
等
お
よ
び
配
偶
者
の
所
得
に
つ
い

て
は
、
申
し
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

▼ 

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
等
の
一
部
の
上

　
限
額
が
新
し
く
な
り
ま
す

　

こ
れ
ま
で
の
利
用
者
負
担
段
階
区
分
に

「
現
役
並
み
所
得
者
」が
新
設
さ
れ
ま
す
。（
月

額
上
限
４
４
、４
０
０
円
）

▽ 

現
役
並
み
所
得
者
に
な
る
の
は
、
同
一

　

世
帯
内
に
課
税
所
得
１
４
５
万
円
以
上
の

　

65
歳
以
上
の
方
が
い
る
場
合
で
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
場
合
は
申
請
に
よ
り

３
７
、２
０
０
円
に
な
り
ま
す
。

① 

同
一
世
帯
内
に
65
歳
以
上
の
方
が
１
人
の
場
合

　

そ
の
方
の
収
入
が
３
８
３
万
円
未
満

② 

同
一
世
帯
内
に
65
歳
以
上
の
方
が
２
人
以
上
の
場
合

　

収
入
の
合
計
額
が
５
２
０
万
円
未
満

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

☎
62-

３
１
６
６



　平成 28 年度町職員採用候補者試験（高校卒程度）を行います。受験を希望される方（身体障害者手帳の交付を
受けている方を含みます。）は、町役場備え付けの申込書により期日までお申し込みください。部活動経験者の応
募を歓迎します。申込書は、町のホームページからもダウンロードできます。
※ 詳細は、ホームページまたは、役場総務課備え付けの受験案内をご覧ください。
◆ 町ホームページＵＲＬ　http://www.town.miharu.fukushima.jp/
▼ 募集区分・職種など

平成 28 年度町職員を募集します

採用予定人員

試験区分
職　　種

受験資格

受付期間

第１次試験

７月１5日（水）～ ８月１4日（金）
郵送の場合は、８月１2日（水）までの消印のあるものに限ります。

高校卒程度

昭和51年４月２日から平成10年４月１日までに生まれた者。ただし、大学を卒業した者
または平成28年３月までに大学を卒業する見込みの者は除く。（学歴は問いません。）

：１１月下旬頃
（日程については、第１次試験合格通知の際、お知らせします。）
：三春町役場
：小論文、適応力検査、面接など

第２次試験

試 験 日
試験会場
試験内容
そ の 他

試 験 日

試験会場
試験内容

：９月20日（日）
：小野町多目的研修集会施設（田村郡小野町大字小野新町字中通２番地）
：教養試験、一般性格診断検査、職場適応性検査
：福島県町村会の統一試験により実施します。

一般事務
若干名

申込・問い合わせ先　総務課庶務グループ　☎ 62-2111

　

町
で
は
、
町
外
か
ら
移
住
さ
れ
る
方
や
町
民
の
皆
さ
ん
が
長
く
こ
の
町
に
住
み
続
け
ら
れ

る
（
定
住
）
住
環
境
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
空
き
家
の
改
修
お
よ
び
住
宅
建

築
の
た
め
の
空
き
家
の
除
却
工
事
等
を
行
う
方
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
者

（
１
）
移
住
や
定
住
の
た
め
に
町
内
の
空
き

　

家
を
改
修
す
る
方

（
２
）
移
住
や
定
住
の
た
め
に
町
内
の
空
き

　

家
を
除
却
し
て
住
宅
を
建
築
す
る
方

※ 

町
民
の
方
も
利
用
で
き
ま
す
。

三
春
町
定
住
促
進
事
業
の
お
知
ら
せ︵
空
き
家
改
修
等
補
助
金
︶

対
象
と
な
る
工
事
等
お
よ
び

補
助
金
の
額

（
１
）
空
き
家
を
改
修
す
る
工
事

　

対
象
費
用
の
２
分
の
１
の
額
以
内
（
上
限

１
５
０
万
円
）

（
２
）
空
き
家
の
改
修
に
併
せ
て
実
施
す
る

　

ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
等

　

対
象
費
用
の
合
計
金
額
以
内（
上
限
40
万
円
）

（
３
）
空
き
家
を
除
却
す
る
工
事
（
除
却
後

　

の
住
宅
建
築
が
条
件
と
な
り
ま
す
。）

　

町
が
算
定
し
た
補
助
単
価
（
円
／
㎡
）
に

空
き
家
の
床
面
積
を
乗
じ
て
得
た
額
以
内
。

　

た
だ
し
、
実
際
の
費
用
が
補
助
単
価
を
下

回
る
場
合
は
そ
の
額
（
上
限
２
５
０
万
円
）

主
な
要
件

（
１
）
町
内
の
事
業
者
が
改
修
工
事
等
を
行

う
も
の
で
あ
る
こ
と

（
２
）
対
象
者
に
つ
い
て
市
町
村
民
税
等
の

滞
納
が
な
い
こ
と

（
３
）
平
成
28
年
３
月
末
ま
で
に
改
修
工
事

な
ど
の
事
業
を
完
了
す
る
こ
と

申
請
受
付
期
間

　

７
月
１
日
（
水
）
～
８
月
31
日
（
月
）

申
請
方
法

　

建
設
課
建
築
グ
ル
ー
プ
備
え
付
け
の
事
業

実
施
計
画
書
に
必
要
書
類
を
添
付
し
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

注
意
事
項

　

町
の
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
の
で
、
申
請
者
多
数
と
な
っ
た
場
合
は

補
助
金
額
が
予
定
を
下
回
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
建
設
課 

建
築
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
１
１
３
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◆ 低所得者に対する軽減
　世帯主及び被保険者の平成 26 年中の所得の合計が下記の判定所得以下の場合、均等割及び平等割が軽減（２割・
５割・７割）されます。（申請は不要ですが、申告をしている必要があります）
　なお、法改正に伴い、軽減判定所得の範囲が拡大されました。

問い合わせ先　税務課　課税グループ（国保税）☎ 62-8127　　   　
　　　　　　　　　 保健福祉課　国保医療グループ（医療費給付）☎ 62-3166

　国民健康保険税には次の軽減、減免制度があります。
◆ 非自発的失業者に対する軽減措置
　倒産、解雇、雇い止め等により 65 歳になる前に失業した場合、失業の日の翌日の属する年度からその翌年度末
までの間、前年の給与所得を 30/100 として国保税を計算します。
◇ 対象者　平成 21 年３月 31 日以降に離職し、ハローワーク発行の雇用保険受給資格者証にある離職理由コード
　が以下に該当する方です。
◇ 申請方法　国民健康保険証、雇用保険受給資格者証及び印鑑を持参のうえ、税務課窓口で申請してください。

国民健康保険税の軽減・減免

◆ 後期高齢者医療への移行に対する措置
◇ 平等割の軽減
　国保から後期高齢者医療に移行した方の世帯で、残った国保加入者が一人になる場合は、５年間は平等割の税額
の１／２を軽減、５年を経過した後３年間は１／４を軽減されます。（申請不要）
◇ 旧社会保険被扶養者への軽減
　職場の健康保険（国保組合除く）から後期高齢者医療に移行したため、その方の被扶養者だった 65 歳以上 75
歳未満の方が国保に加入した場合、所得割・資産割が全額免除され、均等割が半額に軽減されます。さらに国保加
入した方が全員 65 歳以上の場合、平等割も半額になります。（申請必要）

軽減割合

330,000円以下

330,000円＋（260,000円×被保険者数）以下

330,000円＋（470,000円×被保険者数）以下

７割軽減

５割軽減

2割軽減

平成27年度軽減判定所得 平成26年度軽減判定所得

330,000円以下

330,000円＋（245,000円×被保険者数）以下

330,000円＋（450,000円×被保険者数）以下

　高齢化の急速な進行や医療技術の高度化、生活習慣病の増加などにより、医療費が増大する一方、景気低迷によ
る所得の減少で保険税収入が伸び悩むなど、国民健康保険事業は厳しい状況のもとでの運営を余儀なくされていま
す。この状況を改善するためには、増大する医療費を抑えていく必要がありますので、次の６つの点を心がけて医
療費の節約に取り組みましょう。
① はしご受診はやめましょう。
② 診療時間内にかかりましょう。
③ かかりつけ医をもちましょう。
④ かかりつけ薬局を決めましょう。
⑤ ジェネリック医薬品への変更を考えてみましょう。
⑥ 年に 1 度は健康診断を受けましょう。

医療費を抑えるために

離職理由コード

１１　　　１２　　　２１　　　２２　　　３１　　　３２

対象者

特定受給資格者（倒産・解雇）

特定理由離職者（雇い止め） ２３　　　３３　　　３４　　　　　　
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平成 27 年度国民健康保険税のお知らせ
　国民健康保険（国保）は、病気やケガに備えて加入者（被
保険者）がお金（国保税）を出し合って医療費などにあ
てる「助け合いの医療保険制度」です。
　国保財政は国・県の補助金や負担金、町からの繰入金
等に加えて、加入者皆さんの国保税を財源に運営してい
ます。

　納付方法は、普通徴収または特別徴収となります。
◆ 普通徴収（納付書または口座振替）
　７月から翌年３月まで９期に分けて納付していただきます。
◇ 納付書払いのとき
　 東邦銀行・たむら農協・郡山信用金庫・役場・コンビニ
エンスストアのいずれかで納めることができます。
◇ 口座振替のとき
　 東邦銀行・たむら農協・郡山信用金庫・ゆうちょ銀行のい
ずれかの口座から引き落としが可能です。新たに希望する場
合は各銀行または役場にて申込みが必要です。
◆ 特別徴収（年金からの引き落とし）
　 次のすべてに該当する方は、自動的に年金引落としが開
始されます。
◇ 世帯主が国保に加入していること。
◇ 世帯内の国保加入者全員が 65 歳から 74 歳であること。
◇ 引き落としの対象年金が年 18 万円以上あり、国保税と介護
　保険料を合算した額が、年金額の 2 分の１を超えないこと。
※要件から外れた場合は、普通徴収に変更されます。
※年金引落しから口座振替への変更を希望する場合は、税
　務課窓口にて申込みが必要です。

65～74歳

国保被保険者国保被保険者
（世帯主）

会社の健康保険
などの被保険者

会社の健康保険
などの被保険者

◆ 世帯内の国保被保険者が全員65歳～74歳の場合 ◆
（ただし、世帯主も国保保険者の場合に限る）

国保の保険税が世帯主の年金から引き落としになります

例：世帯がこのような場合

◆ 平成 27 年度の国保税率
　今年度の国保税率については、医療分・後期高齢分の資産割の税率が 2 分の 1 軽減されました。
　また、課税限度額は、法改正に伴い下表のとおり引上げとなります。

◆ 国民健康保険税の計算
　国保税は、加入者全員に課税される国保医療分・後期高齢者医療支援分と、40 歳から 64 歳までの方に課税さ
れる介護分の３区分からなり、それぞれの区分ごとに所得割・資産割・均等割・平等割を計算した額を合計してい
ます。（上記表の①から③は、加入者ごとに計算します。）
　また、年度の途中で資格の異動があった場合は、月割りで計算します。
◆ 国民健康保険税の納税通知
　国保税は世帯主に課税されます。世帯主が国保に加入していない場合（社会保険や後期高齢者医療）でも世帯主
宛に納税通知書が送付されます。当初の決定は７月中旬になります。

国民健康保険税の納付

◆ ～特別徴収（年金引落し）の例～
○ 昨年 10 月以降、年金引落しが継続→４月・
　６月・８月は仮徴収、10 月以降が本徴収とな
　ります。
○ 今年の 10 月から年金引落しが開始→７月・
　８月・９月は普通徴収で納付し、10 月以降年
　金引落し。

① ②

③ ④

国保税の項目

加入者の所得に応じて計算

加入者の固定資産税に応じて計算

被保険者１人当たりの金額

１世帯当たりの金額

年税額の課税最高額

医療分
（加入者全員）

後期高齢分
（加入者全員）

介護分
（40～64歳）

7.90%

8.00%（16.00%）

年額 21,600円

年額 24,400円

52万円（51万円）

2.10%

3.00%（6.00%）

年額 6,900円

年額 5,400円

17万円（16万円）

2.85%

0.90%

年額 8,000円

年額 7,400円

16万円（14万円）

① 所得割

② 資産割

③ 均等割

④ 平等割

課税限度額

※ ②資産割および課税限度額の（　）の数字は、前年度の税率および金額です。
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▼ 

実
施
期
間

　

７
月
１
日
（
水
）
～
11
月
30
日
（
月
）

▼ 

対
象
者

▽ 

40
歳
以
上
75
歳
未
満
で
国
民
健
康
保
険

　

に
加
入
し
て
い
る
方

▽ 

集
団
特
定
健
診
を
受
け
て
い
な
い
方

▼ 

受
診
に
必
要
な
も
の

▽ 「
総
合
健
（
検
）
診
受
診
録
」
ま
た
は
「
健

　
診
受
診
済
証
」、「
特
定
健
診
受
診
券
」、「
保

　
険
証
」

▼ 

申
込
方
法

　

実
施
医
療
機
関
に
直
接
お
申
し
込
み
く
だ

　

さ
い
。

　

お
忘
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
年
に
１
度
の
け
ん
し
ん
。
ま
だ
け
ん
し
ん
を
受
け
て
い
な
い

方
は
、
こ
れ
か
ら
実
施
す
る
施
設
け
ん
し
ん
を
受
け
、
自
分
の
健
康
状
態
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

特
定
健
診

が
ん
検
診
（
胃
が
ん
・
肺
が
ん
・

大
腸
が
ん
）

▼ 

実
施
期
間

　

７
月
１
日
（
水
）
～
11
月
30
日
（
月
）

▼ 

対
象
者

▽ 

40
歳
以
上
の
方

▽ 

集
団
が
ん
検
診
を
受
け
て
い
な
い
方

▼ 

受
診
に
必
要
な
も
の

▽ 「
総
合
健
（
検
）
診
受
診
録
」
ま
た
は
「
健

　
診
受
診
済
証
」、「
保
険
証
」

▼ 

申
込
方
法

　

希
望
す
る
医
療
機
関
に
、
事
前
に
予
約
し

て
く
だ
さ
い
。

※ 

詳
し
く
は
、「
三
春
町
成
人
け
ん
し
ん
ガ

　

イ
ド
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診

▼ 最新の指定医療機関

施
設︵
個
別
︶け
ん
し
ん
が
は
じ
ま
り
ま
す

▼ 

実
施
日
時

　

９
月
29
日
（
火
）
① 

午
前
９
時
／
② 

午
前

10
時
／
③ 

午
後
１
時
30
分
／
④ 

午
後
２
時
30
分

▼ 

実
施
場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

▼ 

受
診
方
法

　

完
全
予
約
制
。
ご
希
望
の
方
は
、
保
健
セ

ン
タ
ー
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な

り
次
第
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

▼ 

受
診
に
必
要
な
も
の

　

受
診
券
（
※
注
１
）、
受
診
録
（
お
申
込

み
後
発
送
し
ま
す
）、
ク
ー
ポ
ン
券

▼ 

自
己
負
担
金　
５
０
０
円

乳
が
ん
集
団
検
診
を
追
加
で
実
施

▼ 

対
象
者
（
子
宮
が
ん
は
20
歳
以
上
）

▽ 

平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
に
40
歳
以
上

　

で
偶
数
年
齢
に
到
達
す
る
方

▽ 

奇
数
年
齢
に
到
達
す
る
方
で
、
平
成
26
年

　

度
未
受
診
の
方

▽ 

ク
ー
ポ
ン
券
の
届
い
た
方

※ 

注
１　
今
年
度
対
象
の
方
で
、
集
団
検
診

を
受
け
て
い
な
い
方
に
は
、６
月
末
に
「
受

診
券
」
を
送
付
し
ま
し
た
。
お
手
元
に
届

か
な
か
っ
た
方
や
、
昨
年
度
検
診
を
受
け

な
か
っ
た
方
で
検
診
を
希
望
す
る
方
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

「
受
診
券
」
を
発
行
し
ま
す
。

▼ 

実
施
内
容

　

乳
が
ん
検
診
、
子
宮
が
ん
検
診

▼ 

実
施
日
時

　

７
月
１
日
（
水
）
～
12
月
30
日
（
水
）

▼ 

実
施
場
所

　

指
定
医
療
機
関

▼ 

受
診
方
法

　

希
望
す
る
医
療
機
関
に
、
事
前
に
予
約
し

て
く
だ
さ
い
。

▼ 

受
診
に
必
要
な
も
の

　

受
診
券
（
※
注
１
）、
保
険
証
、
ク
ー
ポ
ン
券

▼ 

自
己
負
担
金

　
１
、０
０
０
円

施
設
け
ん
し
ん

電話番号

子
宮
が
ん
検
診

三春町立三春病院（原則的に金曜日のみ）
星総合病院予約センター

総合南東北病院予防医学研究センター
三春町立三春病院（原則的に第２・第４土曜日の午後）

公立小野町地方綜合病院

あべウイメンズクリニック

乾マタニティクリニック
太田綜合病院附属熱海総合病院
太田綜合病院附属太田西ノ内病院

岡崎産婦人科

小野レディスクリニック
桜井産婦人科医院
寿泉堂クリニック
鈴木産婦人科医院

総合南東北病院予防医学研究センター
たなかレディースクリニック
塚原産婦人科・内科・外科医院
ト－タルヘルスクリニック

美術館通りクリニック
星総合病院（予約センター）
ロマリンダクリニック

ひさこファミリ－クリニック
共生会クリニック光の森

医療機関名
73-8155

0120-33-4895

024-934-5611

73-8155
72-3181

024-923-4188
024-925-0705

024-984-0088
024-925-1188

024-945-8080
024-937-3755

024-932-1637
024-939-4616
024-946-1363

024-934-5611
024-952-7234
024-922-5789
024-927-0305
024-956-0303
0120-33-4895
024-924-1161
024-952-4415
024-983-7331

乳
が
ん
検
診

「三春町成人けんしんガイド」と変更がありますのでご注意
ください。

問い合わせ先　保健センター☎ 62-5110 6



マイナンバー制度に

関するお問い合わせは
平日 9 時 30 分〜 17 時 30 分（土日祝日・年末年始を除く）
※一部 IP 電話等上記ダイヤルに繋がらない場合は 050-3816-9405 におかけ
ください。※ナビダイヤルは通話料がかかります。※外国語対応（英語）は
0570-20-0291 におかけください。

問い合わせ先　総務課企画情報グループ　☎ 62-8125

0570-20-0178
マ 　イ　ナン バー

( 全国共通ナビダイヤル )

マイナンバー制度についてのお知らせ　vol.3

　マイナンバー制度（社会保障・税番号制度）は、国民一人ひとりに 12 桁の番号を付番し、国民の利便性向上や
行政の効率化を図るための制度です。一生使う番号ですので大切にしてください。

マイナちゃん

10
月
に
通
知
カ
ー
ド
が

来
た
ら
何
か
変
わ
る
の

か
な
・
・
・

使
用
範
囲
は
色
々
検
討
さ
れ

て
い
て
、当
面
は
社
会
保
障・

税
・
災
害
対
策
等
の
行
政
手

続
で
使
え
る
よ
。

そ
の
中
で
も
使
用
で
き
る
の

は
法
律
や
自
治
体
の
条
例
で

定
め
ら
れ
た
手
続
の
み
な
の
。

あ
っ
、
ご
め
ん
♥

へ
え
〜

そ
れ
か
ら
、
勤
務
先
等
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
提
出
す

る
場
合
も
あ
る
よ
。

勤
務
先
に
は
源
泉
徴
収
票

等
に
記
載
す
る
た
め
に

証
券
会
社
や
保
険
会
社
等
金

融
機
関
に
は
法
定
調
査
等
に

記
載
す
る
た
め
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
提
出
す
る
よ
。

今
も
検
討
し
て
い
る
内
容

が
あ
る
か
ら
、
今
後
、
使

用
範
囲
は
も
っ
と
増
え
て

い
く
か
も
し
れ
な
い
よ
。

マイナンバーはいつから誰がどんな場面で使うの？ の巻マイナちゃん

う
ん
！

マイナンバーは自由に使っていいの？個人情報の管理は安全なの？　の巻次回予告

こまりん

わ
っ
！
び
っ
く
り
し
た
！

○○証券
○
○
銀
行

勤務先

金融機関

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
で
、
手

続
き
が
簡
単
に
な
る
ん

だ
ね
。

申
請
し
て
「
個
人

番
号
カ
ー
ド　
　
」

を
作
る
と
、国
や
地

方
公
共
団
体
の
行

政
手
続
等
が
簡
単

よ
。来
年
中（
平
成
28

年
）に
は
交
付
準
備

が
整
う
よ
。

個人番号
カード

○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○

個人番号
カード

○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○

災害
対策

税

社会保障
年金・医療
労働・福祉
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環境創造センターでは、どんな研究をするの？環境創造センターでは、どんな研究をするの？環境創造センターでは、どんな研究をするの？

原子力機構って？

　県が三春町（田村西部工業団地内）に整備する環境創造センター。今月号では、研究棟に入居する
国立研究開発法人日本原子力研究開発機構（以下、「原子力機構」。）からのメッセージを紹介します。

　三春町の皆さん、こんにちは。
　私たち原子力機構は、福島市を拠点として、福島県の環境回復に向けた様々な研究開発を行ってきま

した。平成 28年度から三春町の環境創造センターを拠点として、福島県、国立環境研究所と共に、被

災地の復旧・復興に役立つ研究開発等を引き続き行っていきますので、よろしくお願いいたします。

　原子力機構は、日本で唯一の原子力に関する総合的な研究開発機関と
して総力を挙げて、福島の環境回復や原子炉の廃止措置に向けた研究開
発等に取り組んでいます。
　東京電力㈱福島第一原子力発電所事故後まもなく、福島市を拠点に、
環境省や自治体等の除染活動等への支援、福島県内の保護者・教育者等
を対象にしたコミュニケーション活動、ホールボディカウンターによる
内部被ばく検査等、様々な活動を行ってきました。

　国や福島県、国立環境研究所、大学、海外の研究機関、また地域の皆様と連携し、福島の環境回復に役立つ様々
な研究活動を行っていきます。主な研究としては、①放射線モニタリングや放射性物質の分析法等の高度化、②除
去土壌等減容化技術の開発、③環境中の放射性セシウムの動態（移動）研究等を行っていきます。
　福島の一日も早い環境回復に向けて取り組んでいきますので、ご支援、ご協力をよろしくお願いします。

問い合わせ先　日本原子力研究開発機構　福島事業管理部　総務課　☎ 024-524-1060
　　　　　　　住民課　生活環境グループ　☎ 62-2147

内部被ばく検査のようす

航空機モニタリングのようす 森林調査のようす

8



合併処理浄化槽と下水道・農業集落排水
　三春町の皆さんが使用している生活排水処理の方法には、大きく分けて４種類あります。下水道や
農業集落排水（以下集落排水）のような、いわゆる「集合処理施設」と住宅毎に設置する「合併処理
浄化槽」、その他トイレの水だけを処理する「単独浄化槽」と「汲み取り方式」があります。各施設
にはそれぞれ特徴がありますので、ご紹介します。

問い合わせ先　企業局　下水道グループ　☎ 62-2500

下水道紹介コーナー

合併処理浄化槽と集合処理方式の違い
合併処理浄化槽

側溝

側溝

河川

下水道管

・住宅施設内に普通乗用車 1 台分のスペース
   で十分

・使用者の使い方により水質が変動しやすい
・地震に強い

・人口密集地では、一戸当たりの下水道管の
   長さが短く済み、効率が良い

・起伏が激しい地域での設置が困難
・安定した処理が可能
・故障した場合の復旧に時間がかかる

浄化槽

浄化槽

処理場

下水道、集落排水

合併処理浄化槽と下水道・集落排水の処理能力
　合併処理浄化槽や下水道は、共に微生物の働きにより汚水をきれいに処理しています。水の汚れ具合を示す指標
として BOD ※（この値が大きいほど、汚濁が著しい）がありますが、図のとおり合併処理浄化槽と下水道の処理後
の BOD は、同程度となっています。
　町では、各施設の特徴により人口散在地には合併処理浄化槽の整備をし、役場周辺などの人口密集地には下水道
を整備しています。※ BOD…水中の微生物が水中の汚れを食べるときに利用される酸素の量

浄化槽 バキューム車

浄化槽

BOD

BOD

BOD

BOD BOD

BOD
BOD

BOD

40g
40g

40g

4g 27g

32g40g
4g

処理場
下水道、集落排水の場合

合併処理浄化槽の場合 汲み取り方式の場合

単独浄化槽の場合

処理場
BOD除去率
どちらも
90％

9



に
こ
に
こ
元
気
塾
通
信

　
　
　
　
　
八
島
台
集
会
所
の
紹
介

※ 8 月以降も毎週開催（祝祭日は除きます。）

▼ 

申
込
・
問　
社
会
福
祉
協
議
会　

　
　
　
　
　
　

 

☎ 

62-

３
９
５
０

　

に
こ
に
こ
元
気
塾
は
、
町
内
在
住
の
65
歳
以
上

の
お
元
気
な
方
が
各
地
区
に
集
ま
り
、
健
康
維
持

の
た
め
２
時
間
程
度
、
運
動
や
口
腔
、
栄
養
の
ご

指
導
を
専
門
の
先
生
に
行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
毎
回
好
評
の
に
こ
に
こ
元
気
塾
で
す
が
、

今
回
は
八
島
台
集
会
所
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

登
録
者
は
21
名
お
り
、
そ
の
う
ち
８
割
近
く
が

八
島
台
の
方
で
、
皆
さ
ん
顔
見
知
り
な
の
で
、
和

気
あ
い
あ
い
と
に
ぎ
や
か
に
運
動
や
ゲ
ー
ム
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
に
こ
に
こ
元
気
塾
の
申
込
み
は

お
電
話
で
も
受
付
可
能
で
す
。
見
学
も
随
時
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

星
野
永
子
さ
ん
（
八
島
台
）

　

に
こ
に
こ
元
気
塾
に
入
っ
て

２
年
に
な
り
ま
す
が
﹆
知
り
合

い
が
沢
山
で
き
﹆
毎
週
参
加
す

る
の
が
楽
し
み
で
す
。

橋
本
ハ
ナ
さ
ん
（
八
島
台
）

　

に
こ
に
こ
元
気
塾
に
来
る

こ
と
が
﹆
精
神
的
に
も
身
体
的

に
も
私
の
役
に
立
っ
て
い
る
の

で
﹆
休
ま
ず
来
て
い
ま
す
。

荒
金
絹
子
さ
ん
（
八
島
台
）

　

ひ
と
り
暮
ら
し
な
の
で
﹆
皆

さ
ん
と
交
流
し
﹆
運
動
す
る
の

が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。
ま
た

体
に
も
効
い
て
い
る
よ
う
で
す
。

橋
本
喜
代
子
さ
ん（
八
島
台
）

　
毎
週
先
生
の
ご
指
導
で
運
動

や
口
腔
﹆
栄
養
の
こ
と
を
行
う

の
が
楽
し
く
て
﹆
と
て
も
体
に

良
い
と
思
い
ま
す
。

岩　江
中　妻
要　田

三　春

沢　石
御木沢
中　郷

月曜日

火曜日

水曜日

木曜日

金曜日

岩江センター
中妻地区公民館
要田交流館大平荘
保健センター
八島台集会所
沢石会館
駅前集会所
中郷地区交流館

曜日地区 会場 7月開催日
6日・13日・27日

7日・14日・21日・28日

1日・8日・15日・29日
1日・8日・22日・29日
2日・9日・16日・23日
3日・10日・24日・31日
3日・10日・17日・31日

◆「にこにこ元気塾」地区別開催日一覧

　

町
で
は
、
井
戸
水
・
引
き
水
を
利
用
し
て
い
る
皆
さ
ん
が
、
衛
生
的
で
安
全
な
飲
料
水
を

飲
用
で
き
る
よ
う
、
水
質
検
査
の
あ
っ
せ
ん
を
し
て
い
ま
す
。

検
査
の
種
類
と
項
目

▼ 

検
査
項
目

　

一
般
細
菌
、
大
腸
菌
、
亜
硝
酸
態
窒
素
、

硝
酸
態
窒
素
及
び
亜
硝
酸
態
窒
素
、
塩
化
物

イ
オ
ン
、
有
機
物
（
Ｔ
Ｏ
Ｃ
）、ｐ
Ｈ
値
、
味
、

臭
気
、
色
度
、
濁
度

▼ 

検
査
料
金　
７
、０
０
０
円
（
税
込
み
）

▽ 「
亜
硝
酸
態
窒
素
」「
硝
酸
態
窒
素
お
よ

　
び
亜
硝
酸
態
窒
素
」
と
は

　

家
畜
の
ふ
ん
尿
や
窒
素
肥
料
、
生
活
排
水

や
下
水
中
の
窒
素
を
含
む
化
合
物
が
、
土
壌

な
ど
の
中
で
変
化
し
て
で
き
る
物
質
で
、
井

戸
水
か
ら
は
高
い
頻
度
で
検
出
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
「
硝
酸
態
窒
素
お
よ
び
亜
硝
酸
態
窒
素
」

は
多
量
に
摂
取
す
る
と
、
乳
幼
児
に
メ
ト
ヘ

モ
グ
ロ
ビ
ン
血
症
（
酸
素
欠
乏
症
）
を
起
こ

す
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら10m

g/L

以
下
に

基
準
値
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
従
来
か
ら
検

査
項
目
に
あ
り
ま
し
た
が
、こ
れ
と
は
別
に
、

「
亜
硝
酸
態
窒
素
」
単
独
で
低
濃
度
で
も
影

響
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
た
め
、
平

成
26
年
４
月
よ
り
「
亜
硝
酸
態
窒
素
」
の
基

準
値
が
定
め
ら
れ
、
人
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な

い
値
と
し
て0.04m

g/L

以
下
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

申
込
方
法

検
査
方
法

　

役
場
窓
口
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
よ

り
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
申
込
用
紙

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
郵
送
く
だ

さ
っ
て
も
結
構
で
す
。

　

な
お
、
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

申
し
込
み
い
た
だ
く
と
、
町
か
ら
検
査
機

関
名
お
よ
び
採
水
日
を
文
書
に
て
ご
連
絡
い

た
し
ま
す
。

　

検
査
機
関
が
ご
自
宅
を
訪
問
し
て
蛇
口
な

ど
か
ら
採
水
し
、
検
査
結
果
が
わ
か
り
し
だ

い
、
検
査
機
関
よ
り
直
接
報
告
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
検
査
料
金
の
お
支
払
い
は
、
採
水

時
に
直
接
検
査
機
関
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

放
射
性
物
質
検
査
に
つ
い
て

　

現
在
、
県
が
飲
用
井
戸
水
の
放
射
性
物
質

検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
（
検
査
料
金
無
料
）。

町
で
検
体
を
取
り
ま
と
め
て
県
に
依
頼
し
ま

す
の
で
、
検
査
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
事

前
に
担
当
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
１
４
７

井
戸
水
の
水
質
検
査
を
し
ま
せ
ん
か

つつじ見学のようす

中郷小学校の皆さんによる差し入れ
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● 町内小中学校等・主な施設・都市公園等の環境放射線量測定値

1
2
3
4
5
6
7
8
９
10
11
12
13
14
15

三春小学校
沢石小学校
要田小学校
御木沢小学校
岩江小学校
中妻小学校
中郷小学校
三春中学校
岩江中学校
第一保育所
第二保育所
北保育所
岩江幼稚園
中郷幼稚園
三春幼稚園

No. 測定施設
測定値

平成27年
6月9日
0.11
0.10
0.09
0.12
0.10
0.11
0.08
0.10
0.12
0.12
0.12
0.11
0.12
0.10
0.12

（0.08）
（0.08）
（0.08）
（0.09）
（0.08）
（0.07）
（0.09）
（0.10）
（0.11）
（0.07）
（0.06）
（0.09）
（0.08）
（0.08）
（0.07）

平成27年
5月12日
0.10
0.11
0.09
0.11
0.10
0.12
0.09
0.10
0.12
0.11
0.12
0.11
0.12
0.11
0.12

（0.08）
（0.09）
（0.08）
（0.08）
（0.09）
（0.07）
（0.09）
（0.10）
（0.10）
（0.07）
（0.06）
（0.09）
（0.08）
（0.08）
（0.07）

◆ 中妻地区仮置き場

● 仮置き場の空間線量測定値

◆ 北部三地区仮置き場

　現在、町で独自に測定している小中学校、保育所、幼稚園、主な施設や都市公園の環境放射線量測定値をお知らせします。
※ 単位はマイクロシーベルト／時間です。
※ 町内小中学校等・主な施設の環境放射線量の測定は、地上１メートルで計測しています。
※ 町内小中学校等の空間線量測定結果のかっこ内は室内の数値です。
※ 都市公園等空間線量測定結果の施設３、６、10 には砂場がありません。

　現在、除去土壌等の受入れを行っている北部三地区、三春地区、中妻地区、中郷地区および岩江地区の仮置き場
における空間線量の測定結果をお知らせします。また、地下水などの放射性物質検査も実施しており、すべての仮
置き場の井戸や調整池など、いずれも基準値未満となっています。（単位：マイクロシーベルト／時間）
※ 仮置き場平場周りなどの数か所を測定しています。

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17

JAたむら御木沢センター
七草木集会所
田村西部環境センター
垢潜集落センター
実沢５区集会所
南成田集会所
要田交流館大平荘
三春浄水場
花見ケ丘公園
過足集会所
狐田集会所
三春ダム（左岸）
斎藤集会所
鷹巣公民館
下舞木２区集会所
山田沫蕩神社駐車場
三春町清掃センター

No. 測定施設など
測定値

平成27年
6月11日

0.28
0.14
0.21
0.15
0.12
0.12
0.17 
0.16
0.16 
0.14 
0.16
0.20 
0.13
0.12 
0.31
0.30
0.28 

平成27年
5月14日

0.29
0.15
0.22
0.15
0.12
0.13
0.18 
0.16
0.16 
0.14 
0.16
0.21 
0.13
0.12 
0.32
0.31
0.28 

◆ 町内小中学校等の空間線量測定結果 ◆ 主な施設の空間線量測定結果 ◆ 都市公園等の空間線量測定結果

● 環境放射線量に関する問い合わせ先
○ 学校などの施設
　教育課 学校教育グループ ☎ 62-6310
○ 主な施設
　除染対策課 ☎ 62-1122
○ 都市公園　
　建設課 都市グループ ☎ 62-2113

◆ 三春地区仮置き場

◆ 中郷地区仮置き場

● 問い合わせ先　
　除染対策課 ☎ 62-1122

1cm高
0.11
0.12
0.10
0.11
0.17
0.13
0.10
0.13
0.13
0.14

遊具砂場
1
2
3
4
5
6
7
8
９
10

担橋公園
河原公園
田畑公園
中央公園
一本松公園
城山公園
庚申坂公園
番組公園
八十内公園
ばんとう緑地

No. 測定施設 6月3日

0.11
0.14
0.11
0.13
0.24
0.13
0.10
0.13
0.10
0.23

0.13
0.19
-
0.09
0.16
-
0.09
0.11
0.11
-

①
0.11
0.13
0.13
0.11

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.13
0.12
0.15
0.12

0.09
0.10
0.12
0.08

0.10
0.09
0.10
0.10

0.08
0.11
0.11
0.10

0.12
0.12
0.11
0.11

0.10
0.09
0.09
0.08

5月  7日
5月13日
5月20日
5月27日

測定日／測定点 ①
0.22
0.20
0.20
0.20

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.18
0.18
0.18
0.17

0.21
0.19
0.18
0.19

0.13
0.13
0.14
0.13

0.12
0.12
0.10
0.11

0.11
0.10
0.10
0.10

0.15
0.14
0.14
0.15

5月  7日
5月13日
5月20日
5月27日

測定日／測定点 ①
0.11
0.11
0.10
0.11

② ③ ④
0.14
0.14
0.13
0.13

0.10
0.10
0.11
0.10

0.15
0.16
0.16
0.16

5月  7日
5月13日
5月20日
5月27日

測定日／測定点

①
0.11
0.12
0.11
0.10
0.12

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.11
0.13
0.14
0.12
0.14

0.11
0.11
0.12
0.12
0.10

0.14
0.14
0.13
0.13
0.13

0.07
0.09
0.09
0.08
0.08

0.10
0.12
0.11
0.10
0.10

0.10
0.11
0.10
0.10
0.10

5月  2日
5月  9日
5月18日
5月23日
5月30日

測定日／測定点

◆ 岩江地区仮置き場

①
0.10
0.10
0.11
0.10

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.15
0.11
0.12
0.13

0.15
0.12
0.11
0.12

0.16
0.16
0.14
0.16

0.15
0.15
0.14
0.16

0.09
0.07
0.10
0.07

0.16
0.16
0.15
0.14

5月  7日
5月13日
5月20日
5月27日

測定日／測定点

 環境放射線量測定値をお知らせします
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問い合わせ先　教育課　学校教育グループ　☎ 62-6310

地域の子どもは地域のみんなで育てましょう！

　5 月から 6 月にかけて、中学生にとっては大切なスポーツの大会が行われました。5 月 13 日には陸上競技大会、
6 月 3 日・4 日・５日には総合大会が行われました。各中学校の運動部が栄冠を目指して、熱い戦いを繰り広げました。
田村支部の大会を勝ち抜いた団体・個人は 6 月 16 日・17 日に県中地区中体連総合大会に出場しました。陸上大
会で 1 位となった選手は 7 月 7 日（火）から郡山市開成山陸上競技場で開かれる県大会へ出場します。

● 田村支部中体連陸上競技大会・総合大会のお知らせ

● 三春中学校の結果
★ 陸上大会
　陸上大会では、6 種目の優勝、2 位 5 種目、3 位 4 種目の
入賞をはたしました。その他、6 位までに多数の入賞者がい
ます。優勝（県大会出場権獲得）した種目と生徒は次のとお
りです。（敬称略）
　3 年男子 100 ｍ 橋本優健（三春）、共通男子 800 ｍ 村上玲
弥（三春）、1 年男子 1500 ｍ 橋本大（三春）、共通 3000 ｍ
原田道（三春）、共通女子 800 ｍ 渡邊凜（三春）、混成競技 ( 四
種競技 ) 渡邉紫音（中妻）

★ 中体連総合大会

　町の野球場で行われた野球には、残っていた
全校生で応援に行きました。
▶ １位　野球、男子テニス、女子テニス
▶ ２位　男子バレー
▶ ３位　男子剣道、３位女子卓球

● 岩江中学校の結果
★ 陸上大会

　校庭で流した汗が競技場で輝きを放ちました。優勝
はありませんでしたが、2 位 1 種目、3 位 1 種目など
6 位までに多数の生徒が入賞しました。

★ 中体連総合大会

　各部とも日頃の練習の成果を発揮しました。
▶ ３位　男子バスケットボール、男子卓球

三春中ハードル 三春中テニス 岩江中幅跳び 岩江中選手

● 小学校運動会ｐ a ｒｔ２( 岩江小・中妻小・要田小編 )
　前月号で紹介できなかった、岩江小学校、中妻小学校、要田小学校の運動会の様子を紹介します。地区の皆さん
の協力も得て盛大に行われました。

○ 岩江小学校
　今年は「勝利をつかめ！力を合わせて
みんなでがんばろう！！」をテーマに実
施しました。青空の下、学校と地域が一
体になって実施できた運動会でした。（合
同開催５年目となりました。）

　青空が広がる中、連合運動
会として地域の協力を得なが
ら、全力で取り組みました。

　『チーム要田 努力した その分ゴー
ルに 近づける』というスローガンの
もと、児童、保護者、心を合わせて
実施することができました。

○ 中妻小学校 ○ 要田小学校

綱引き 連合運動会 大玉転がし
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町立三春病院 News町立三春病院 News

 ５月９日～６月８日
寄附・ボランティア
していただいた方々

（敬称略・順不同）

【
福
祉
】

▼ 

寄
附

▽ 

物
品

　

増
子
忠
一
（
山
田
）

▼ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

三
春
町
赤
十
字
奉
仕
団

／
ひ
ま
わ
り
の
会
／
三
春

ス
ポ
ー
ツ
民
踊
／
貝
山
ス

ポ
ー
ツ
民
踊
愛
好
会
／
氷

川
流
駒
侑
会
／
田
村
高
校

Ｊ
Ｒ
Ｃ
／
上
野
ト
ク
（
平

沢
）
／
村
上
貞
子
（
八
島

台
）
／
齋
藤
キ
ミ
子
（
大

町
）
／
橋
本
ミ
ツ
子
（
担

橋
）
／
橋
本
ア
イ
子
（
雁

木
田
）
／
山
下
洋
子
（
小

浜
海
道
）
／
橋
本
光
子
（
御

免
町
）
／
國
分
シ
ヅ
子
（
新

町
）
／
宍
戸
キ
ミ
子
（
下

舞
木
）
／
宗
像
文
子
（
船

引
町
）
／
渡
辺
芳
雄
（
馬

場
）
／
齋
藤
雅
彦
（
郡
山

市
）／
渡
辺
マ
リ（
千
葉
県
）

／
石
塚
ハ
ツ
ヨ
（
荒
町
）

▼ 

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

　
山
﨑
栄
三
郎
（
埼
玉
県
）
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外来診療のご予約　☎ 73-8155　　問い合わせ先 町立三春病院事務部　☎ 62-3131

こころの日（７月１日）
　1988 年 7 月 1 日、「精神保健法」（現在は精神保健福祉法 ※）が施行されたことにちなんで、日本
精神科看護技術協会（現在は日本精神科看護協会）が 1998 年 7 月 1 日よりこの日を「こころの日」
と位置づけました。この日は精神疾患や精神障がい者に対して正しい理解を図り、こころの健康の大
切さを考えていただくために啓発活動が行われています。
※ 精神保健福祉法 ･･･ 精神的健康の保持・増進や精神障がい者の理解を深めることが国民の義務であ
　ると定められている。

★ どこでもメディカルセミナー（５月 29 日）

　三春病院リハビリテーション室にて「どこでもメディカルセミナー」を開催し、なごみの里デイサービスセンター、
デイサービスセンターきずな、三春町通所介護事業所のスタッフの方々計 23 名にご参加いただきました。
　『明日から役に立つ関節可動域訓練の仕方』をテーマに、三春病院リハビリスタッフが講師となり、片麻痺や整形
外科疾患をもつ方に対しての関節可動域訓練の仕方・基本的な手技とちょっとしたコツについて、実技を通して学
んでいただきました。「マンツーマンで教えてもらえてよかった」、「次回また来たいです」等の感想をいただきました。
　どこでもメディカルセミナーは医療従事者を対象とした出前講座で、三春病院リハビリテーション科では今年度
シリーズで行う予定です。次回テーマは『嚥下について』。
　詳しくは、星総合病院教育研修センター（☎ 024-983-5524）または、三春病院リハビリテーション科（☎ 62-
3131）までお問い合わせください。

どこでもメディカルセミナーのようす

こころの日
ロゴマーク

★ 防災訓練（５月 22 日）

　震度５強の地震を想定した防災訓練を実施しまし
た。エレベーターや水、ガス等の停止状態からの安全
確認と避難・復旧について、本番さながらの雰囲気の
中、参加者は真剣な面持ちで取り組みました。
　地震想定の訓練は初の取り組みであったため、課題
が明らかとなり、今後さらに良い訓練にしていくこと
を確認しました。訓練の最後には消火訓練も実施し、
消火器で対応できる火災の大きさ、消火器の取り扱い
について学びました。これからも高い防災意識を持っ
て病院運営に努めて参ります。 避難訓練のようす 消火訓練のようす



◆ 

近
畿
高
校
総
体
へ
向
け
県
大

　
会
で
大
活
躍
！

　

第
61
回
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会
が
県
内
各

地
で
開
催
さ
れ
、
本
校
か
ら
は
13
競
技
２
３
８
名

（
全
校
生
７
０
７
名
）
の
生
徒
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
、
近
畿
（
和
歌
山
、
滋
賀
、
京
都
、
大
阪
、

兵
庫
、
奈
良
）
で
開
催
さ
れ
る
全
国
高
等
学
校
総

合
体
育
大
会
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
へ
の
出
場
権
を

か
け
て
、
県
内
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
が
県
高
校

大
会
を
初
制
覇
す
る
な
ど
、
田
高
生
は
地
域
の
方
々

の
大
声
援
を
い
た
だ
き
、
県
の
競
技
力
を
け
ん
引

す
る
活
躍
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
主
な
成
績
を
報

告
し
ま
す
。

＊
（　

）
は
学
年
と
出
身
中
学
校

● 

陸
上
競
技

○ 

男
子
８
０
０
ｍ
３
位　
鈴
木
顕
人（
２
年
小
原
田
）

○ 

男
子
８
０
０
ｍ
４
位　
栁
沼
僚
太（
３
年
船
引
南
）

○ 

男
子
１
５
０
０
ｍ
５
位　
鈴
木
顕
人（
２
年
小
原
田
）

○ 

男
子
５
０
０
０
ｍ
４
位　
戸
澤
綾（
２
年
常
葉
）

○ 

男
子
３
０
０
０
ｍ
Ｓ
Ｃ
４
位　
鼡
田
章
宏
（
３
年
常
葉
）

○ 

女
子
８
０
０
ｍ
優
勝　
坂
内
美
月（
２
年
若
松
一
）

○ 

女
子
８
０
０
ｍ
５
位　
折
笠
有
彩（
２
年
福
島
四
）

○ 

女
子
８
０
０
ｍ
６
位　
星
梨
佳
（
２
年
本
郷
）

○ 

女
子
１
５
０
０
ｍ
優
勝　
坂
内
美
月（
２
年
若
松
一
）

○ 

女
子
１
５
０
０
ｍ
４
位　
折
笠
有
彩（
２
年
福
島
四
）

○ 

女
子
１
５
０
０
ｍ
６
位　
星
梨
佳
（
２
年
本
郷
）

○ 

女
子
３
０
０
０
ｍ
６
位　
佐
久
間
有
沙
（
２
年
三
春
）

※ 

６
月
あ
づ
ま
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
で

　
開
催
さ
れ
る
東
北
大
会
に
は
９
名
が
出
場
、
上

　
位
６
位
ま
で
入
れ
ば
全
国
大
会
出
場

● 

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技

○ 

男
子
団
体
優
勝
（
８
年
連
続
15
回
目
）

　

菊
田
哲
平
（
３
年
岩
江
）・
濱
尾
幸
輝
（
３
年
行

健
）・
橋
本
悠
人
（
３
年
要
田
）・
舘
脇
慎
太
郎
（
２

年
須
賀
川
三
）・
白
石
匠
（
３
年
常
葉
）

○ 

女
子
団
体
２
位

　

斉
藤
怜
仁（
３
年
三
春
）・
渡
邉
花
月（
３
年
常
葉
）・

原
田
佳
寿
美
（
３
年
桜
）・
増
子
絢
香
（
２
年
西
田
）

※ 

全
国
大
会
に
は
男
子
５
名
、
女
子
１
名
、
東

　
北
大
会
に
は
男
子
５
名
、
女
子
４
名
が
出
場

● 
ボ
ー
ト

○ 
男
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
優
勝

　
石
塚
慎
之
助（
２
年
行
健
）・
齋
藤
諒（
３
年
三
春
）

○ 

女
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
優
勝

　
市
川
瞳
（
３
年
要
田
）・
堂
山
彩
加
（
２
年
三
春
）

○ 

女
子
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
優
勝

　
上
野
凜
子
（
１
年
三
春
）・
大
内
千
佳
（
３
年
要

田
）・
鈴
木
麻
友
（
１
年
三
春
）・
渡
辺
美
穂
（
２

年
西
田
）・
佐
久
間
輝
美
（
２
年
常
葉
）

○ 

男
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
３
位

　
吉
田
真
吾（
３
年
三
春
）・
黒
坂
大
樹（
２
年
岩
江
）

○ 

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
３
位

　
伊
藤
昴
（
３
年
西
田
）

○ 

男
子
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
３
位

　
橋
本
凌
（
２
年
三
春
）・
田
中
亮
（
２
年
岩
江
）・

佐
久
間
康
平
（
３
年
桜
）・
桑
原
渉
（
３
年
三
春
）・

坂
口
祐
介
（
３
年
岩
江
）

※ 

全
国
大
会
に
は
男
子
３
名
、
女
子
７
名
、
東
北
大

　
会
に
は
男
子
15
名
、
女
子
７
名
が
出
場

● 

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

○ 

男
子
個
人　
53
㎏
優
勝
・
遠
藤
敦
也
（
３
年

　

桜
）
／
69
㎏
優
勝
・
安
藤
蕉
平
（
３
年
船
引
）

　

／
94
㎏
優
勝
・
青
木
智
也
（
３
年
都
路
）
／
62

　

㎏
２
位
・
坪
井
大
樹
（
２
年
大
越
）
／
85
㎏
２

　

位
・
照
山
飛
翔
（
２
年
船
引
）

※ 

全
国
大
会
に
は
男
子
４
名
、
東
北
大
会
に
は
男

　
子
５
名
が
出
場

● 

柔
道

○ 

男
子
団
体
優
勝
（
15
年
連
続
）

○ 

男
子
個
人　

73
㎏
優
勝
・
相
浦
佳
斗
（
３
年

　

喜
多
方
三
）
／
１
０
０
㎏
優
勝
・
遠
藤
速
門
（
３

　

年
喜
多
方
三
）
／
１
０
０
㎏
超
優
勝
・
谷
優
馬

　
（
３
年
喜
多
方
三
）
／
60
㎏
２
位
・
三
瓶
晃
大

　
（
３
年
喜
多
方
三
）
／
66
㎏
２
位
・
島
貫
蓮
（
２

　

年
喜
多
方
三
）
／
73
㎏
２
位
・
杉
山
海
（
１
年

　

明
野
）
／
81
㎏
２
位
・
手
塚
健
太
郎
（
３
年
喜

　

多
方
三
）／
90
㎏
２
位
・
荒
川
海
渡（
３
年
尚
英
）

　

／
66
㎏
３
位
・
佐
藤
峻
平
（
３
年
喜
多
方
三
）

　

／
73
㎏
３
位
・
矢
野
修
弘
（
１
年
大
原
）
／
81

　

㎏
３
位
・
瀧
澤
秀
斗
（
１
年
若
松
四
）
／
90
㎏

　

３
位
・
國
分
裕
輝
（
２
年
本
宮
一
）
／
１
０
０

　

㎏
３
位
・
渡
部
夏
樹
（
３
年
喜
多
方
三
）

※ 

全
国
大
会
に
は
男
子
７
名
が
出
場
、
東
北
大
会
に
は

　
男
子
14
名
が
出
場

● 

弓
道
男
子
団
体　
２
位

※ 

東
北
大
会
男
子
７
名
が
出
場
、
今
年
度
記
念
大
会
の

　
た
め
各
県
大
会
１
位
を
除
い
た
中
で
最
上
位
と
な
れ

　
ば
全
国
大
会
出
場

● 

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル　
８
位

● 
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

○ 
男
子
個
人　
７
位
・
菅
野
雅
也
（
２
年
西
郷

二
）、
小
野
和
磨
（
１
年
伊
達
）
／
９
位
・
本

多
要
介
（
２
年
梁
川
）、
栁
沼
圭
太
（
２　

年

船
引
）
／
９
位
・
渡
辺
俊
樹
（
２
年
西
郷
一
）、

伊
賀　

大
流
（
２
年
平
三
）

○ 

女
子
団
体　
優
勝
（
６
年
連
続
11
回
目
）

○ 

女
子
個
人　

優
勝
・
加
藤
椋
花
（
３
年
郡
山

　

二
）、
安
齋
陽
菜
子
（
３
年
郡
山
二
）
／
２
位
・

◆ 

命
の
大
切
さ
を
学
ぶ
授
業
を

　
実
施
し
ま
し
た

　

５
月
21
日
本
校
第
一
体
育
館
に
お
い
て
、

全
校
生
対
象
の
「
命
の
大
切
さ
を
学
ぶ
授
業
」

を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
田
村
警
察
署

に
よ
る
事
業
の
一
環
で
あ
り
、
被
害
者
遺
族

等
が
直
接
高
校
生
に
向
け
て
話
を
す
る
こ
と

で
、
命
の
大
切
さ
に
つ
い
て
深
く
考
え
て
ほ

し
い
と
の
主
旨
で
の
講
演
会
で
し
た
。

　

平
成
14
年
に
三
男
の
元
紀
（
げ
ん
き
）
さ

ん
を
交
通
事
故
で
失
っ
た
岩
嵜
悦
子
さ
ん
（
特

定
非
営
利
活
動
法
人
い
の
ち
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
理
事
）
が
、
突
然
の
事
故
で
息
子
を
失
っ

た
深
い
悲
し
み
や
加
害
者
に
対
す
る
怒
り
を

私
た
ち
に
語
り
か
け
る
よ
う
に
話
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　

岩
嵜
さ
ん
の
言
葉
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
は
、

こ
の
か
け
が
い
の
な

い
命
の
重
さ
、
尊
さ

を
常
に
忘
れ
ず
に
生

き
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
の
思
い
を

深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

授業のようす

　

佐
藤
姫
尚
（
２
年
二
本
松
一
）、氏
家
日
菜
（
２

　

年
西
郷
二
）
／
３
位
・
松
田
真
央
（
３
年
二
本

　

松
一
）、金
田
彩
花
（
２
年
須
賀
川
三
）
／
５
位
・

　

武
田
理
夏
子（
２
年
西
郷
二
）、渡
邉
砂
和
花（
３

　

年
本
宮
二
）
／
７
位
・
森
合
弥
代
（
１
年
小
原

　

田
）、
鈴
木
愛
里
沙
（
１
年
安
達
）

※ 

全
国
大
会
に
は
女
子
８
名
が
出
場
、
東
北
大
会
に
は

　
男
子
６
名
、
女
子
10
名
が
出
場

● 

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル　
優
勝

● 

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル　
８
位

問い合わせ先　福島県立田村高等学校 ☎ 62-2185
※毎年実施している体験入学は、７月 27 日（月）に開催します。 14



第
30
回
国
民
健
康
保
険

健
康
づ
く
り
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
催

三
春
町
婦
人
会
の
桜
飾
り

に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た

三
春
町
消
防
団
春
季
検
閲
式

　
　
　
　
　

を
開
催
し
ま
し
た

　

６
月
４
日
、
町
営
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
第
30

回
国
民
健
康
づ
く
り
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

ま
た
１
年
間
健
康
づ
く
り
に
励
ん
で
元
気
に

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

▼ 

優
勝　
　

平
沢
チ
ー
ム

▼ 

準
優
勝　
山
田
チ
ー
ム

▼ 

３
位　
　

上
舞
木
B
チ
ー
ム

▼ 

４
位　
　

下
舞
木
チ
ー
ム

ゲートボール大会のようす

◎ 

健
康
づ
く
り
メ
モ　
適
度
な
運
動
は
骨
を
強
化
し
、
筋
力
を
つ
け
る
の
で
、
転
倒
し
に
く
く
な

　

り
ま
す
。
自
分
に
合
っ
た
運
動
を
毎
日
続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
併
せ
て
食
生
活
も
改
善
し
ま
し
ょ

　

う
。
骨
の
主
成
分
で
あ
る
カ
ル
シ
ウ
ム
を
十
分
に
と
り
、
同
時
に
カ
ル
シ
ウ
ム
へ
の
骨
へ
の
沈
着

　

を
促
す
ビ
タ
ミ
ン
D
や
K
を
と
り
偏
食
を
な
く
し
て
３
食
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
ま
し
ょ
う
。

▼ 

カ
ル
シ
ウ
ム
を
多
く
含
む
食
品　
牛
乳
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
木
綿
豆
腐
、
桜
え
び
、
小
松
菜

▼ 

ビ
タ
ミ
ン
D
を
多
く
含
む
食
品　
塩
サ
ケ
、
サ
ン
マ
、
う
な
ぎ
、
本
ま
ぐ
ろ
、
サ
バ
、
シ
ラ
ス

▼ 

ビ
タ
ミ
ン
K
を
多
く
含
む
食
品　
ひ
き
わ
り
納
豆
、
わ
か
め
、
小
松
菜
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

　

５
月
31
日
、
町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、

三
春
町
消
防
団
に
よ
る
春
季
検
閲
式
が
行
わ

れ
、
団
員
３
５
８
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

検
閲
式
で
は
、
大
隊
の
編
成
を
行
っ
た
後
、

町
長
と
団
長
に
よ
る
通
常
点
検
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

通
常
点
検
後
、
７
分
団
26
部
す
べ
て
の
部
に

よ
る
ポ
ン
プ
車
操
法
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
が
行

わ
れ
、
消
防
団
員
は
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
披

露
し
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
火
災
の
早
期
発
見
・
通
報
・

初
期
消
火
に
協
力
い
た
だ
い
た
方
へ
感
謝
状

が
、
21
名
の
消
防
団
員
に
優
良
賞
が
町
長
よ
り

贈
ら
れ
、
17
名
の
消
防
団
員
に
功
労
賞
が
団
長

よ
り
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、２
組
の
親
子
分
団
長
経
験
者
に
対
し
、

町
長
・
団
長
両
名
か
ら
の
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

消
防
団
員
活
動
に
は
、
地
域
や
職
場
の
ご
理

解
、
ご
支
援
が
不
可
欠
で
す
。
引
き
続
き
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

町長より感謝状の贈呈を受ける佐藤祐美子さん町長より感謝状の贈呈を受ける田部敬子さん

　

三
春
町
婦
人
会
の
皆
さ
ん
が
、
４
月
か
ら
６
月
ま
で

の
ふ
く
し
ま
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

あ
わ
せ
て
、
Ｊ
Ｒ
磐
越
東
線
三
春
駅
を
「
桜
飾
り
」
で

装
飾
し
、
観
光
客
の
皆
さ
ん
を
お
迎
え
し
た
取
り
組
み

に
対
し
て
東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
よ
り
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

桜
飾
り
は
、

婦
人
会
の
皆
さ

ん
が
不
要
と
な
っ
た
着
物
の
襦
袢
等
を
活
用
し
て
、

花
び
ら
一
つ
一
つ
を
手
づ
く
り
で
制
作
し
た
も
の

で
す
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

感謝状を送られた婦人会の皆さん

三春駅の桜飾り
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25
名
が
ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
の

リ
ー
ダ
ー
資
格
を
取
得
し
ま
し
た

城
山
公
園
の
ア
ジ
サ
イ
管
理

 

１
７
４
名
が
参
加
し
景
観
整
備

人
権
の
花
運
動

　
　
　

が
行
わ
れ
て
い
ま
す

ブ
ー
タ
ン
へ
の
専
門
家
派
遣

　
　

報
告
会
を
実
施
し
ま
し
た

　

町
で
は
、
平
成
20
年
か
ら
城
山
公
園
整
備
計
画
事

業
の
一
環
と
し
て
、
ア
ジ
サ
イ
、
サ
ク
ラ
、
モ
ミ
ジ
の

植
栽
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
植
栽
し
た

ア
ジ
サ
イ
等
の
管
理
を
６
月
13
日
に
行
い
ま
し
た
。

　

晴
天
の
も
と
、
各
ま
ち
づ
く
り
協
会
、
三
春
さ

く
ら
の
会
、
県
中
建
設
事
務
所
、
町
内
に
避
難
し

て
い
る
富
岡
町
、
葛
尾
村
お
よ
び
町
職
員
な
ど
総

勢
１
７
４
名
が
参
加
し
、
こ
れ
ま
で
に
植
栽
し
た

ア
ジ
サ
イ
な
ど
約
４
、０
０
０
本
の
剪
定
、
施
肥
、

下
草
刈
り
な
ど
の
手
入
れ
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

お
城
山
の
ア
ジ
サ
イ
は
、
７
月
初
旬
か
ら
下
旬

ま
で
が
見
頃
で
す
。
各
ま
ち
づ
く
り
協
会
の
皆
さ

ん
な
ど
が
丹
精
込
め
て
育
て
た
ア
ジ
サ
イ
を
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

アジサイ管理に協力した皆さん

　

５
月
27
日
、
ラ
イ
ス
レ
イ
ク
の
家
に
お
い
て
、

ブ
ー
タ
ン
へ
の
専
門
家
派
遣
報
告
会
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

報
告
会
で
は
、
花
卉
園
芸
・
造
園
の
専
門
家
で

あ
る
仲
田
茂
司
さ
ん
と
橋
本
芳
郎
さ
ん
が
、
ブ
ー

タ
ン
王
国
に
派
遣
さ
れ
た
５
月
８
日
か
ら
16
日
ま

で
の
活
動
成
果
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　

こ
の
専
門
家
の
派
遣
は
、
ブ
ー
タ
ン
三
春
協
働

実
行
委
員
会
が
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
草
の
根
技
術
協
力
事
業

の
一
環
と
し
て
行
っ
た
も
の
で
、
今
後
は
、
ブ
ー

タ
ン
王
国
か
ら
の
研
修
生
を
受
け
入
れ
る
な
ど
、

さ
ら
に
交
流
を
深
め
て
い
く
予
定
で
す
。

現地で剪定の指導をするようす三春小学校での贈呈式のようす

　

花
を
育
て
る
こ
と
で
子
ど
も
た
ち
の
情
操
を
豊

か
に
し
、
思
い
や
り
の
心
を
育
み
、
人
権
尊
重
の

理
解
を
深
め
る
「
人
権
の
花
」
運
動
が
町
内
小
中

学
校
で
秋
に
か
け
て
行
わ
れ
ま
す
。

　

６
月
８
日
、
人
権
擁
護
委
員
の
皆
さ
ん
が
三
春

小
学
校
を
訪
れ
、
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
児
童
会
の

フ
ラ
ワ
ー
委
員
に
「
ペ
チ
ュ
ニ
ア
」「
マ
リ
ー
ゴ
ー

ル
ド
」「
サ
ル
ビ
ア
」
の
花
の
苗
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
代
表
か
ら
「
花
も
ひ
と
つ
の
命
。

皆
さ
ん
で
大
切
に
育
て
て
ほ
し
い
。」
と
あ
い
さ
つ

が
あ
り
、
フ
ラ
ワ
ー
委
員
長
が
「
み
ん
な
で
大
切

に
育
て
て
い
き
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」

と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

同
校
に
贈
ら
れ
た
花
の
苗
は
そ
の
場
で
子
ど
も

た
ち
に
よ
っ
て
プ
ラ
ン
タ
ー
に
植
え
ら
れ
、
色
鮮

や
か
に
校
舎
を
彩
っ
て
い
ま
し
た
。

　

5
・
６
月
の
３
日
間
に
わ
た
り
実
施
し
た
ス

ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
・
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
に
お
い

て
、
10
時
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
修
了
し
、
25
名

が
リ
ー
ダ
ー
資
格
を
取
得
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
を
身
近
な
と
こ

ろ
で
行
え
る
体
制
を
作
り
、
気
軽
に
楽
し
み
な
が

ら
体
を
動
か
す
機
会
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
は
マ
ッ
ト
１
枚
で
気
軽
に

楽
し
く
出
来
ま
す
の
で
、「
ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ

を
地
元
で
や
っ
て
み
た
い
」、「
地
区
の
集
ま
り
の

時
に
体
験
し
た
い
」、「
気
軽
に
体
を
動
か
し
た
い
」

等
、
興
味
の
あ
る
方
・
体
験
し
た
い
方
は
保
健
セ

ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

講座のようす

リーダー資格を取得した皆さん
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〜
集
え
！
カ
ブ
オ
ー
ナ
ー
〜

第
１
回
三
春
藩
Ｃ
ｕ
ｂ
主
総
会
開
催

フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク
い
わ
え

　
　

第
５
回
花
と
音
楽
祭
開
催

　

歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
平
成
27
年
度
夏
季
企
画
展
と
し
て
福
島
県
立
博
物
館
移
動
展
「
見

る
・
さ
わ
る
世
界
の
化
石
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

見
る
だ
け
で
は
な
く
、
化
石
を
手
に
取
っ
て
感
触
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
「
見
て
！
さ
わ
っ
て
！
」
の
展
示
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

関
連
行
事
の
事
前
申
込
み
は
、
７
月
１
日
か
ら
開
始
し
て
い
ま
す
。
定
員
が
あ
り
ま
す
の
で

お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

平
成
27
年
度
夏
季
企
画
展 

福
島
県
立
博
物
館
移
動
展

「
見
る
・
さ
わ
る
世
界
の
化
石
」
開
催
し
ま
す
！

▼ 

期
間　
７
月
18
日（
土
）～
８
月
30
日（
日
）

※ 

会
期
中
の
休
館
日　

７
月
21
日
（
火
）・

　

27
日
（
月
）・
８
月
３
日
（
月
）・
10
日
（
月
）・

　

17
日
（
月
）・
24
日
（
月
）

▼ 

会
場　
歴
史
民
俗
資
料
館
企
画
展
示
室

▼ 

入
館
料　
通
常
入
館
料
（
一
般
・
大
学
生

　

３
０
０
円
、
小
・
中
・
高
校
生
１
５
０
円
）

▼ 

関
連
行
事　

① 

展
示
解
説　

▽ 

日
時　
７
月
18
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分

▽ 

場
所　
資
料
館
企
画
展
示
室

▽ 

講
師　
福
島
県
立
博
物
館
学
芸
員

※ 

入
館
料
が
必
要

② 

実
技
講
座
「
化
石
標
本
を
つ
く
ろ
う
」

※ 

事
前
申
込
が
必
要

▽ 

日
時　
７
月
25
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分

▽ 

場
所　
さ
く
ら
湖
自
然
観
察
ス
テ
ー
シ
ョ

　

ン
研
修
室

▽ 
講
師　
福
島
県
立
博
物
館
学
芸
員

▽ 
対
象　
小
学
生
以
上
の
方

▽ 

定
員　
40
名

▽ 

申
込
開
始　
７
月
１
日
（
水
）
午
後
９

　

時
（
先
着
順
）

▽ 

申
込
方
法　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽ 

参
加
費　
無
料

※ 

汚
れ
て
も
良
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

③ 

体
験
講
座
「
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
型
の
皿
を

　
つ
く
ろ
う
」
※
事
前
申
が
必
要

▽ 

日
時　
７
月
26
日
（
日
）
午
前
10
時
～
12
時

▽ 

場
所　
資
料
館
研
修
室

▽ 

講
師　
陶
芸
家 

酒
井
俊
朗
さ
ん

▽ 

定
員　
10
名

▽ 

申
込
開
始　
７
月
１
日
（
水
）
午
前
９

　

時
（
先
着
順
）

▽ 

申
込
方
法　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽ 

参
加
費　
１
、５
０
０
円
（
材
料
費
等
）

※ 

汚
れ
て
も
良
い
服
装
で
、
タ
オ
ル
を
１

　

本
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

カモノハシリュウの一種（複製・中国）

▼ 

申
込
・
問　
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
　
　
　
　

 

☎
62-

５
２
６
３
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６
月
21
日
、
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク
い
わ
え
に
お
い

て
「
第
５
回
花
と
音
楽
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
は
、
地
区
の
皆
さ
ん
に

よ
る
３
B
体
操
、
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
や
、
バ
ン
ド
演

奏
、ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
、ジ
ャ
ズ
音
楽
な
ど
の
ス
テ
ー

ジ
が
催
さ
れ
、
花
と
音
楽
に
よ
り
楽
し
い
雰
囲
気
に

包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
第
５
回
目
の
ゲ
ス
ト

と
し
て
元
宝
塚
の
真
灯
か
な
た
さ
ん
と
ベ
リ
ー
ダ
ン

ス
の
橋
本
み
な
み
さ
ん
が
招
待
さ
れ
、
歌
と
ダ
ン
ス

に
よ
る
共
演
に
地
区
内
外
か
ら
訪
れ
た
た
く
さ
ん
の

皆
さ
ん
が
魅
了
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク
い
わ
え
」で
は
、田
ん
ぼ
ア
ー

ト
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
足
を

運
ん
で
、
ご
覧
に
な
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

※ 

本
事
業
に
は
、
平
成
27
年
ふ
る
さ
と
水
と
土

　

保
全
対
策
事
業
が
活
用
さ
れ
て
ま
す
。

真灯かなたさんと橋本みなみさんによる競演

　

５
月
24
日
、
三
春
の
里
田
園
生
活
館
駐
車
場
に
お

い
て
、
三
春
藩
Ｃ
ｕ
ｂ
主
総
会
実
行
委
員
会
主
催
に
よ

る
三
春
藩
Ｃ
ｕ
ｂ
主
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｃ
ｕ
ｂ
主
総
会
は
、
オ
ー
ト
バ
イ
に
よ
る
「
ま
ち
お

こ
し
事
業
」
と
し
て
行
わ
れ
、
当
日
は
、
晴
天
に
恵
ま

れ
、
県
内
外
か
ら
ス
ー
パ
ー
カ
ブ
に
乗
っ
た
バ
イ
ク
好

き
の
皆
さ
ん
が
自
慢
の
愛
車
で
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
実
行
委
員
長
の
三
瓶

文
博
さ
ん
に
よ
る
開
催
趣
旨
の
説
明
や
、
ゲ
ス
ト
に
よ

る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
た
後
、
初
夏
の
さ
く

ら
湖
を
眺
め
な
が
ら
滝
桜
ま
で
の
ツ
ー
リ
ン
グ
を
堪
能

さ
れ
、
集
ま
っ
た
Ｃ
ｕ
ｂ
主
の
皆
さ
ん
の
交
流
が
は
か

ら
れ
ま
し
た
。

集まった Cub 主の皆さん



主な施設の休館日

延長業務

▼ 図書館（☎ 62-3375）
　7 月 1・6・13・20・27 日
▼ 体育施設（☎ 62-6212）
　7 月 6・13・21・27 日
▼ ステーション（☎ 61-1546）
　休まず営業しています
▼ 歴史民俗資料館・人形館
　（☎ 62-5263）
　7 月 6・13・21・27 日 
▼ 三春交流館（☎ 62-3837）
　7 月 6・13・27 日
▼ 中央児童館（☎ 62-8666）
　日曜日、祝日
▼ 子育てサロン（☎ 62-2748）
　7 月 9・10・16 日
　（第 2 保育所内）
　土・日曜日、祝日
▼ 役場・保健センター
　土・日曜日、祝日

▼ 役場１階窓口
 　【毎週水曜日】
 　7 月 1・8・15・22・29 日
　 午後７時まで
 　【毎週日曜日】
 　７月 5・12・19・26 日
　 午前８時 30 分～ 12 時
※ 取扱業務の内容は、
　お問い合わせください。
▼ 清掃センター
 　【土・日の持込みゴミの日】
 　7 月 18 日（土）・19 日（日）
　 午前 9 時～午後 4 時

問い合わせ先　三春交流館「まほら」　☎ 62-3837

三春交流館運営協会自主事業

　東京大衆歌謡楽団は、唄・髙島孝太郎、アコーディオン・髙島雄次郎、ウッ
ドベース・髙島龍三郎の兄弟 3 人によるユニット。
　古き良き昭和初期の流行歌にこだわり、インターネットの動画サイト

「YouTube」にて浅草や上野などの路上ワンマンライブを閲覧でき、中高年の
方々から熱烈な支持を得ている。
◆ 日　　時　　10 月３日（日）午後５時開演
◆ 入 場  料　　全席指定一般：2,500 円（当日 3,000 円）
　　　　　 　　高校生以下　：1,000 円（当日 1,500 円）
◆ 演奏曲目　　東京ラプソディ、青い山脈、誰が故郷を想わざる、旅の夜風ほか
　　　　　　　 （曲目は、予告なく変更する場合があります。）
＊チケット購入の際は、みはるカードの満点カード（500 円）を使用できます。

～ 懐かしの昭和歌謡を歌う ～東京大衆歌謡楽団

三春町ティーボールスポーツ少年団の紹介
　三春町スポーツ少年団ソフト部会に所属する三春町ティーボールスポーツ
少年団は、全国大会で準優勝、今年度は県大会第三位と輝かしい成績を残し
ています。現在は 20 名程度の団員が所属しており、三春・岩江・沢石・中妻・
中郷・御木沢地区の一年生から四年生までの小学生が所属しています。練習
は、基本月２回ですが大会前月は４～５回行います。雨の日は、体育館で練
習を行います。
　ティーボールは文部科学省が推奨する体力作りの一つとして全国の小学校
で普及しており、誰でも楽しむことができるスポーツです。ぜひ一度見学に
お越しください。
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M-NAVI 交流館 NEWS
◆◆◆ 7 月～ 8 月 1 日のイベント情報 ◆◆◆

※ この情報は主催者のご希望により掲載しています。
　掲載のご希望は、三春交流館「まほら」までお願いします。

　夏の天体を中心に観察を行います。
▶ 日　時　7 月 10 日（金）、18 日（土）午後８時～ 10 時
▶ 場　所　自然観察ステーション
▶ 参加料　大人 200 円、子ども 100 円

星を見る会

自然観察ステーションイベント情報自然観察ステーションイベント情報

▶ 申込・問　自然観察ステーション ☎ 61-1546

　薬品処理をして、葉っぱの筋だけ残した美しい標
本をつくります。
▶ 日　時　７月 18 日（土）午前９時 30 分～ 11 時 30 分
▶ 場　所　自然観察ステーション
▶ 参加料　100 円

葉脈標本づくり

　ステーション周辺の昆虫を採取し、標本をつくります。
▶ 日　時　7 月 11 日（土）午前９時 30 分～ 11 時 30 分
▶ 場　所　自然観察ステーション
▶ 参加料　500 円

昆虫標本作製教室

　草木染を行います。
▶ 日　時　７月 25 日（土）午前９時～ 11 時 30 分
▶ 場　所　自然観察ステーション
▶ 参加料　300 円

草木染教室

25日（土）

1日（土）

三春磐州市「七夕市」

22日（水）
～23日（木）

いのうえバイオリン・こうの音楽教室発表会

中央児童館子ども夏まつり
7月
18日（土）

山口音楽教室ピアノ発表会
３月
16日（金）～
17日（土）
20日（月）
7月

刑務所作業製品展示即売会（矯正展）

12日（日）

2日（木）
～4日（土）

7月

7月 7月

7月

8月

三春アンサンブル支援会「歌と器楽の響宴」

第21回 福島県ジュニアピアノコンクール郡山地区予選

カブトムシ幼虫採集会を開催しました
　ステーション企画運営委員の先生が作った堆肥場に集まっ
ている、カブトムシの幼虫を採取して、ペットボトルで作っ
た観察ケースに収めました。家に持ち帰って観察を続けると、
中で幼虫はサナギになり、夏には観察ケースの土の中からカ
ブトムシが出てきます。まるまると太った白い幼虫が、真っ
黒で大きなカブトムシに変わるのは、とても不思議ですね。

春の自然観察会を開催しました
　郡山市の逢瀬公園で、植物、昆虫、野鳥などの
観察をしてきました。薬になる植物や、実のなる
木、鳴き声でわかるカラスの種類の違いなどを、
実際に見て聞いてさわってきました。
　公園内には、国の蝶オオムラサキの飼育舎もあり、
サナギになりかかった緑色のきれいな幼虫を見ました。

カブトムシ幼虫採集会のようす 春の自然観察会のようす

問い合わせ先　三春交流館「まほら」　☎ 62-383719

趣
味
・
教
養



〈中央児童館☎ 62-8666〉

〈子育て支援センター☎ 62-2748〉

〈保健センター☎ 62-5110〉

児童館・子育て支援センター・保健センター・図書館今月の行事
　児童館・子育て支援センター・保健センター・図書館の今月の行事をお知らせします。詳しい内容はお問い合わせください。

7月4日（土）
13時30分

中央児童館

絵本の読み聞かせ、ビデオ上映

館内清掃

ロコモコを作ろう

テーマ「かわいい海の生き物たち」

きれいなコースター作り
参加費300円（申込時に納めてください。）
持ち物：帽子・水筒
すいかわりをしたあと、種飛ばしに
チャレンジ
参加料100円（申込時に納めてください。）

ミニシアター

対　象行　事 日　時 場　所

料理クラブ

7月4日（土）
10時

特になし

おりがみクラブ

ボランティア活動

理科クラブ

7月11日（土）
9時30分
7月18日（土）
9時30分
7月25日（土）
９時集合
申込期限7月14日（火）

クラブ員

小・中学生と保護者

幼児・児童・保護者
幼児は保護者同伴

内　容

クラブ員

すいかわり・種飛
ばし大会

7月23日（木）
14時
申込期限7月14日（火）

小・中学生

子育て支援
センター

就学前の7月生まれの
お子さんと保護者6組

親子遊びを保育士と一緒に楽しみます。
その後、お母さんのための元気が湧いてくる交流
会を開きます。
交流会の間、お子さんは遊びを楽しみます。
お子さん、お母さんに困ったことがあれば、個別
相談もできます。

スタッフと一緒に手遊びやお話を楽しみます。

身体測定や手形を押して自分だけの誕生カード
を作り、大きなケーキを囲んでお祝いをします。
7月生まれのお友達集まってね。

特になし

町の栄養士から具体的に話を聞きます。
母子手帳をご持参ください。
身長体重測定ができます。成長を確認しながら、
お子さんとの時間をもってみませんか。

親子ふれあい教室

対　象行　事 日　時 場　所

保健センター

おはなし「あのね」
の日

7月10日（金）
10時～11時30分

お誕生日のつどい
（要予約）

7月3日（金）
10時45分～11時

7月23日（木）
10時～11時
申込期限7月17日（金）

特になし

就学前のお子さん
とお母さん

内　容

のびのびの日
食育講座（離乳食講座）

7月8日（水）
9時30分～11時

平成27年3月11日
～4月6日生まれ

3歳児

平成25年12月1日
～12月31日生まれ
平成24年3月27日
～5月7日生まれ 母子手帳・問診票・歯ブラシ・コップ・タオル・尿

母子手帳・問診票・歯ブラシ・コップ・タオル

母子手帳・問診票・バスタオル・こどもノート

食改さんのおやつやさんは、24日11時～保健センター開放日

平成26年9月26日
～10月31日生まれ

母子手帳・問診票・こどもノート・バスタオル・
歯ブラシ（仕上げ用、子ども用）

献血
  9時30分～11時00分　　石橋ハマプラス（株）
12時00分～14時30分　　日本化学工業（株）福島第二工場
15時00分～17時00分　　（株）互省製作所三春工場

7月23日（木）

乳
幼
児
健
康
診
査

対　象行　事 日　時 場　所

保健センター

7月21日（火）
13時集合3～4か月児

内容（持参物）

7月23日（木）
13時～13時30分受付
7月22日（水）
13時～13時30分受付

1歳6か月児

7月10・24日（金）
9時～15時30分 特になし

9～10か月児 7月29日（水）
9時集合

保健センター

町立三春病院
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新
着
本
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

天
使
は
こ
こ
に
︵
朝
比
奈
あ
す
か
︶
／
狐

さ
ん
の
恋
活
︵
北
夏
輝
︶
／
火
星
の
話
︵
小

嶋
陽
太
郎
︶
／
岩
窟
姫
︵
近
藤
史
恵
︶
／

黄
昏
旅
団
︵
真
藤
順
丈
︶
／
浪
華
古
本
屋

騒
動
記
︵
堂
垣
園
江
︶
／
日
本
怪
獣
侵
略

伝
︵
村
井
さ
だ
ゆ
き
他
︶
／
閉
店
屋
五
郎

︵
原
宏
一
︶
／
モ
ダ
ン
︵
原
田
マ
ハ
︶
／
山

月
庵
茶
会
記︵
葉
室
麟
︶／
天
下
家
康
伝
上・

下
︵
火
坂
雅
志
︶
／
女
た
ち
三
百
人
の
裏

切
り
の
書
︵
古
川
日
出
男
︶
／
あ
ぶ
な
い

叔
父
さ
ん
︵
麻
耶
雄
嵩
︶
／
ボ
ー
イ
ミ
ー

ツ
ガ
ー
ル
の
極
端
な
も
の︵
山
崎
ナ
オ
コ
ー

ラ
︶
／
森
は
知
っ
て
い
る
︵
吉
田
修
一
︶

／
闘
鬼 

斎
藤
一
︵
吉
川
永
青
︶
／
悼
む
詩

︵
谷
川
俊
太
郎
・
詩 

正
津
勉
・
編
︶
／
ト
ッ

ト
ひ
と
り
︵
黒
柳
徹
子
︶
／
忘
れ
ら
れ
た

巨
人
︵
カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ
︶
／
不
思
議

の
国
の
ア
リ
ス
︵
ル
イ
ス
・
キ
ャ
ロ
ル
︶

今月の お すす め 本

※ 新着コーナーには、7 月２日（木）に並びます。 問い合わせ　町民図書館　☎ 62-3375

イ
ス
ラ
ー
ム
の
暮
ら
し
／
池
上
彰
さ
ん
と

学
ぶ
み
ん
な
の
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー 

全

３
巻
／
算
数
お
り
が
み 

全
３
巻
／
追
跡
！

な
ぞ
の
深
海
生
物
／
一
人
前
に
な
る
た
め

の
家
事
の
図
鑑
／
筆
で
あ
そ
ぼ
う
書
道
入

門 

全
４
巻
／
夏
目
漱
石
﹆
読
ん
じ
ゃ
え

ば
？
／
お
う
だ
ん
ほ
ど
う
の
ム
ッ
シ
ュ
ト

マ
ー
レ
／
あ
ま
ー
い
お
か
し
に
ご
妖
怪
？

／
仮
面
の
街
／
隠
れ
家
ア
ン
ネ
・
フ
ラ
ン

ク
と
過
ご
し
た
少
年
／
ち
っ
ち
ゃ
な
ね
ず

み
く
ん
／
カ
ワ
と
７
に
ん
の
む
す
こ
た
ち

／
ね
っ
け
つ
！
怪
談
部
／
や
ま
な
し
／
つ

き
よ
の
く
ろ
て
ん
／
ま
い
ご
に
な
っ
た
ね

こ
の
タ
ビ
ー

『中高年の山歩きおたすけブック』
ブルーガイド／編 有楽出版社
　山歩きの時にこれだけは知ってお
きたい！という知識をわかりやす
くまとめたガイドブックです。三春
町出身の登山家・田部井淳子さん
が、女性として世界で初めてエベレ
スト登頂に成功してから、今年で
40 周年になります。太古の昔から
たくさんの人を惹きつけてやまな
い、山に挑戦してみませんか。

『中高年の山歩きおたすけブック』

平
安
大
事
典
／
こ
れ
な
ら
わ
か
る
ア
メ
リ
カ

の
歴
史
Ｑ
＆
Ａ
／
子
ど
も
と
お
で
か
け
！
茨

城
栃
木
群
馬
日
帰
り
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
ガ
イ
ド

／
十
三
億
分
の
一
の
男
／
図
解
わ
か
る
税
金

／
い
ざ
と
い
う
時
の
介
護
施
設
選
び
Ｑ
＆
Ａ

／
奨
学
金
借
り
る
？
借
り
な
い
？
見
極
め
ガ

イ
ド
／
原
子
・
原
子
核
・
原
子
力
／
子
宮
頸

が
ん
ワ
ク
チ
ン
事
件
／
知
識
ゼ
ロ
か
ら
学
ぶ

建
築
設
備
の
し
く
み
／
カ
ン
タ
ン
！
か
わ
い

い
か
ぎ
針
編
み
お
掃
除
が
楽
し
く
な
る
エ
コ

た
わ
し
１
０
０
／
日
本
の
た
し
な
み
帖 

和

食
／
と
こ
と
ん
つ
く
る
使
う
飼
料
米
・
飼
料

イ
ネ
／
ネ
コ
の
看
取
り
ガ
イ
ド
／
ば
ん
ざ
い

ま
た
ね
／
頂
点
へ
の
道
／
辞
書
編
纂
者
の
﹆

日
本
語
を
使
い
こ
な
す
技
術
／
な
ぜ
わ
た
し

は
町
民
を
埼
玉
に
避
難
さ
せ
た
の
か
／
い
ま

伝
え
た
い
福
島
か
ら
の
声

〈町民図書館☎ 62-3375〉

〈
さ
く
ら
湖
自
然
教
室
２
０
１
５
開
催

〉

　

さ
く
ら
湖
周
辺
の
自
然
、
水
辺

に
親
し
み
、
水
・
森
・
ダ
ム
の
重

要
性
と
水
保
全
の
大
切
さ
を
考
え

よ
う
。
自
然
観
察
で
出
会
う
虫
や

水
生
生
物
、
さ
く
ら
湖
の
姿
は
、

い
つ
ま
で
も
心
に
残
り
、
ふ
る
さ

と
が
も
っ
と
好
き
に
な
る
良
い
思

い
出
と
な
り
ま
す
。

▼ 

日
時　
７
月
26
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
８
時
～
11
時
30
分

▼ 

場
所　
三
春
ダ
ム
管
理
所
お
よ

　

び
さ
く
ら
湖
周
辺

▼ 

対
象　
大
滝
根
川
流
域
の
郡
山

　

市
東
部
地
区
、
田
村
市
船
引
地

　

域
、
葛
尾
村
、
富
岡
町
、
三
春

　

町
の
小
学
生
（
親
子
同
伴
）
先

　

着
順
で
合
計
１
０
０
名

▼ 

募
集
期
間　
７
月
１
日
（
水
）

　

～
15
日
（
水
）
当
日
消
印
有
効

▼ 

内
容
／
定
員　
自
然
教
室
（
昆

　

虫
観
察
教
室
40
名
、
水
生
生
物
観

　

察
教
室
40
名
、
水
上
探
検
教
室
20

　
名
）、
三
春
ダ
ム
施
設
見
学

水上探検教室のようす

▼ 

申
込・問　
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

　
　
　
　

☎
62-

３
８
３
７

〈
自
由
研
究
・
課
題
図
書
コ
ー

ナ
ー
あ
り
ま
す
〉

　

町
民
図
書
館
で
は
毎
年
夏
休
み

の
期
間
（
７･

８
月
）
に
、
自
由

研
究
と
青
少
年
読
書
感
想
文
全
国

コ
ン
ク
ー
ル
課
題
図
書
の
２
つ
の

特
集
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
夏
休
み
に
は
ぜ
ひ
図
書
館
を

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
町
民
図
書
館

　
　
　

 

☎
62-

３
３
７
５

昨年の課題図書コーナー

〈
中
学
校
卒
業
生
の
Ｏ
Ｓ
Ｌ
線

量
計
測
定
の
お
知
ら
せ
〉

　

中
学
校
を
卒
業
し
た
方
の
Ｏ
Ｓ
Ｌ

線
量
計
の
測
定
を
次
の
日
程
で
行
い

ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
Ｏ
Ｓ

Ｌ
線
量
計
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時　
７
月
27
日（
月
）～
31
日（
金
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

▼ 

場
所　
三
春
町
役
場
教
育
課

▼ 

問　
教
育
課 

学
校
教
育
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

６
３
１
０

〈
図
書
館
の
古
本
を
差
し
上

げ
ま
す
〉

　

図
書
館
で
利
用
し
て
い
た
図
書

の
う
ち
、
古
く
な
っ
た
も
の
を
希

望
者
に
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。

　

図
書
は
児
童
書
、
紙
芝
居
な
ど

が
多
い
で
す
。

▼ 

日
時　
７
月
25
日（
土
）・
26
日（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

▼ 

場
所　
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
前

※ 

冊
数
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼ 
問　
町
民
図
書
館

　
　
　

 

☎
62-

３
３
７
５

7月8・22日（水）
10時30分～11時絵本とわらべ唄

対　象行　事 日　時 場　所

町民図書館日曜おはなし会 7月12日（日）
10時30分～11時

乳幼児と保護者、妊婦

幼稚園児と小学生低学年

木曜おはなし会 7月9・16日（木）
放課後 小学生低学年
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〈
19
歳
か
ら
39
歳
の
方
へ
「
健

康
診
査
の
お
知
ら
せ
」
〉

　

町
で
は
、
５
・
６
月
の
総
合
集
団

健
診
に
あ
わ
せ
て
、
19
歳
か
ら
39

歳
の
方
の
「
県
民
健
康
調
査
健
診
」

を
実
施
し
ま
し
た
。
集
団
健
診
で

受
診
で
き
な
い
方
の
た
め
に
、
県

指
定
の
医
療
機
関
で
受
け
ら
れ
る

「
施
設
健
診
」
の
申
込
を
受
け
付
け

ま
す
。
該
当
す
る
方
で
受
診
を
希

望
す
る
方
は
、
次
に
よ
り
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▼ 

対
象
者　
次
の
①
～
④
全
て
に

　

該
当
す
る
方

① 
三
春
町
に
住
民
登
録
が
あ
る
方

② 
職
場
や
学
校
で
の
健
康
診
査
の

機
会
が
な
い
方
（
検
査
項
目
の

有
無
に
よ
り
ま
せ
ん
）

③ 

昭
和
51
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

９
年
４
月
１
日
生
れ
の
方

④ 

今
年
５
・
６
月
に
実
施
の
三
春

町
の
集
団
健
診
を
受
け
て
い
な
い

方
▼ 

申
込
方
法　
保
健
セ
ン
タ
ー
に

　

電
話
等
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

後
日
県
の
委
託
機
関
（
公
益
財

　

団
法
人
結
核
予
防
会
）
か
ら
詳

　

し
い
案
内
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

〈
健
康
づ
く
り
教
室
の
開
催

に
つ
い
て
〉

　

次
の
と
お
り
健
康
づ
く
り
教
室

を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

★ 
男
の
料
理
教
室

　

長
く
元
気
に
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
教
室
を
と
お

し
て
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
学
び
な

が
ら
基
本
的
な
食
事
を
作
れ
る
よ

う
に
し
ま
す
。
シ
リ
ー
ズ
で
今
年

度
３
回
実
施
し
ま
す
。

▼ 

日
時　

▽ 

第
１
回　
８
月
27
日
（
木
）

　

午
前
９
時
～
午
後
１
時

※ 

第
２
回
は
10
月
、
第
３
回
は
12

　

月
に
実
施
予
定
で
す
が
、
詳
し

　

い
日
に
ち
は
第
１
回
目
に
お
知

　

ら
せ
し
ま
す
。

▼ 

対
象　
男
性
の
み

▼ 

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

▼ 

持
参
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

▼ 

参
加
費　
５
０
０
円（
調
理
実
習
代
）

▼ 

申
込
期
限　
７
月
31
日
（
金
）

★ 

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
教
室

　

健
康
な
体
づ
く
り
の
た
め
、
毎

月
２
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

多
く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

〈
出
前
児
童
館
希
望
者
募
集
〉

　

夏
休
み
中
の
「
地
区
子
ど
も
会
」

な
ど
へ
の
出
前
児
童
館
を
実
施
し

ま
す
。「
工
作
教
室
」「
も
の
づ
く

り
体
験
」「
理
科
実
験
」

　

な
ど
、
様
々
な
内
容
を
用
意
し

て
お
り
ま
す
。
日
に
ち
や
内
容
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
期
限　
７
月
８
日
（
水
）

▼ 

費
用　
無
料
（
高
額
経
費
の
場

　

合
、
一
部
負
担
し
て
い
た
だ
く

〈
ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
カ
ウ
ン

タ
ー
車
に
よ
る
内
部
被
ば
く

検
査
の
実
施
に
つ
い
て
〉

　

福
島
県
で
は
、
県
民
の
安
全
・
安

心
と
将
来
の
健
康
管
理
の
た
め
に
、

県
民
の
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で

電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時

▽ 

８
月
13
日
（
木
）・
21
日
（
金
）

午
後
１
時
～
５
時

▽ 

８
月
14
日
（
金
）・
22
日
（
土
）

～
24
日（
月
）午
前
９
時
～
12
時
、

午
後
１
時
～
５
時

▼ 

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

▼ 

対
象
者　
平
成
26
年
４
月
１
日

以
前
に
出
生
し
た
方
の
う
ち
次

の
方
が
対
象
で
す
。

（
１
）
平
成
27
年
４
月
１
日
時
点

で
福
島
県
内
の
市
町
村
に
住
民

票
が
あ
る
方
で
１
回
も
検
査
を

受
け
た
こ
と
が
な
い
方

（
２
）
平
成
４
年
４
月
２
日
～
平

成
12
年
４
月
１
日
生
れ
／
平
成

21
年
４
月
２
日
～
平
成
23
年
４

月
１
日
生
れ
の
方
で
２
回
目
を

希
望
す
る
方

※ 
（
２
）
の
う
ち
現
在
福
島
県
外

に
住
所
の
あ
る
方
も
含
む

▼ 

検
査
の
内
容　
体
内
に
あ
る
放

射
性
物
資
を
測
り
、
概
ね
一
生

の
間
に
受
け
る
と
思
わ
れ
る
線

量
を
推
計
す
る
た
め
の
検
査

① 

サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
ー
に
よ
る
体

表
面
汚
染
検
査
（
約
２
分
）

② 

全
身
計
測
装
置
ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ

カ
ウ
ン
タ
ー
（
Ｗ
Ｂ
Ｃ
）
検
査

に
よ
る
全
身
検
査
（
約
２
分
）

※ 

検
査
に
お
い
て
放
射
線
を
浴
び

た
り
、
痛
み
を
伴
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

▼ 

検
査
の
流
れ　
受
付
↓
検
査
内

容
の
説
明
↓
① 

体
表
面
検
査
↓

② 

Ｗ
Ｂ
Ｃ
に
よ
る
検
査

▽ 

受
付
か
ら
終
了
ま
で
約
30
分
と

な
り
ま
す
。

▽ 

４
歳
未
満
で
椅
子
に
座
っ
た
姿

勢
が
保
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
受

検
可
能
で
す
。
そ
の
際
、
①
の
検

査
は
省
略
し
、
原
則
お
む
つ
ま
た

は
パ
ン
ツ
の
み
で
②
を
行
い
ま

す
。

▼ 

検
査
結
果　
検
査
結
果
は
後
日

　

郵
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼ 

申
込
期
限　
８
月
３
日
（
月
）

▼ 

申
込
・
問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

 

☎
62-

５
１
１
０

〈
第
19
回
じ
ど
う
か
ん
子
ど

も
夏
ま
つ
り
開
催
〉

　

子
ど
も
と
保
護
者
に
よ
る
手
作

り
の
お
祭
り
で
す
。
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時　
８
月
１
日
（
土
）

▽ 

午
後
０
時
20
分　

神
輿
と
ぎ
ょ

▽ 

午
後
１
時
～
３
時　

出
店
や
ゲ
ー

　

ム
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
発
表

▼ 

場
所　
三
春
交
流
館「
ま
ほ
ら
」

▼ 

参
加
費　
１
０
０
円

▼ 

問　
中
央
児
童
館

　
　
　

 

☎
62-

８
６
６
６

昨年の夏まつりのようす
「太鼓の発表」

　

こ
と
も
あ
り
ま
す
。）

▼ 

問　
中
央
児
童
館

　
　
　

 

☎
62-

８
６
６
６

▼ 

日
時　
７
月
９
日
（
木
）・
23
日

　
（
木
）
午
前
９
時
～
11
時
30
分

▼ 

場
所　
三
春
町
民
体
育
館

▼ 

申
込
・
問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

☎
62-

３
１
６
６

22

▼ 

申
込
期
限　
７
月
15
日
（
水
）

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

☎
62-

５
１
１
０



〈
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者

証
・
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
証
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
更
新
の
お
知
ら
せ
〉

　

現
在
、
お
使
い
に
な
っ
て
い
る

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
・
後

期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
お
よ
び

後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
認
定
証
の
有
効
期
限
は
７

月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
８

月
１
日
か
ら
お
使
い
い
た
だ
け
る
高

齢
受
給
者
証
・
被
保
険
者
証
な
ど
は
、

７
月
下
旬
ま
で
に
お
手
元
に
届
く
よ

う
郵
便
で
送
付
し
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
認
定
証
の
更
新
は
申
請

書
の
提
出
が
必
要
な
方
が
い
ま
す
。

該
当
す
る
方
に
は
７
月
下
旬
ま
で
に

申
請
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
お
使
い
い
た
だ

い
た
高
齢
受
給
者
証
・
被
保
険
者
証

な
ど
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
役

場
窓
口
に
て
返
却
す
る
よ
う
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼ 

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証

　
対
象
者

　

昭
和
15
年
８
月
２
日
か
ら
昭
和

20
年
７
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

▼ 

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

　
対
象
者

　

昭
和
15
年
７
月
31
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

☎
62-

３
１
６
６

〈
人
間
ド
ッ
ク
受
診
料
を
助

成
し
ま
す
〉

　

国
民
健
康
保
険
お
よ
び
後
期
高

齢
者
医
療
被
保
険
者
の
方
に
、
人
間

ド
ッ
ク
受
診
料
の
助
成
を
し
ま
す
。

　

助
成
金
額
は
受
診
経
費
の
半
額

で
最
高
限
度
額
３
万
円
で
す
。
人

間
ド
ッ
ク
受
診
医
療
機
関
の
指
定

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
人
間
ド
ッ
ク
受
診
年
度

内
に
お
い
て
、
町
で
実
施
す
る
健

康
診
査
（
一
般
健
康
診
査
お
よ
び

が
ん
検
診
な
ど
）
受
診
者
は
助
成

を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

詳
し
い
手
続
き
等
に
つ
い
て

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

☎
62-

３
１
６
６

〈
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会
の

お
知
ら
せ
〉

　

誰
に
話
し
た
ら
い
い
の
か
、
ど

こ
に
相
談
し
た
ら
い
い
の
か
、
心

配
事
や
悩
み
事
を
か
か
え
て
、
ひ

と
り
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

　

町
で
は
、
専
門
家
に
よ
る
「
こ

こ
ろ
の
健
康
相
談
会
」
を
、
開
催

し
て
い
ま
す
。
相
談
を
ご
希
望
の

方
は
、
事
前
に
保
健
セ
ン
タ
ー
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
（
完
全
予
約
制
）、

〈
県
民
健
康
調
査
「
妊
産
婦
に

関
す
る
調
査
」
に
つ
い
て
〉

　

福
島
県
と
福
島
県
立
医
科
大
学

で
は
、
質
問
紙
に
よ
る
「
妊
産
婦
に

関
す
る
調
査
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
東
日
本
大
震
災

以
降
、
福
島
県
内
で
ご
心
配
を
抱
え

た
妊
産
婦
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
、
サ

ポ
ー
ト
を
提
供
し
、
福
島
県
で
子
ど

も
を
産
み
育
て
よ
う
と
す
る
妊
産
婦

の
皆
さ
ん
の
現
状
や
ご
意
見
・
ご
要

望
を
的
確
に
把
握
し
、
よ
り
よ
い
産

科
医
療
お
よ
び
育
児
支
援
を
提
供
で

き
る
よ
う
活
か
し
て
い
く
こ
と
を
目

的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
も
引
き
続
き
「
妊

産
婦
に
関
す
る
調
査
」
を
実
施
し

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
平
成
26
年
度
調
査

票
が
未
提
出
で
ご
協
力
い
た
だ
け

る
方
は
、
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
結
果

は
、
福
島
県
立
医
科
大
学
放
射
線

医
学
県
民
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
妊
産
婦
に
関
す

る
調
査
」(http://fukushim

a-
m

im
am

o
ri.jp

/p
reg

n
an

t-
survey/)

の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
妊

娠
・
出
産
・
育
児
全
般
に
関
す
る

電
話
相
談
窓
口
も
設
け
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▼ 

平
成
26
年
度
調
査
に
つ
い
て

▽ 

対
象
者　

① 

平
成
25
年
８
月
１
日
か
ら
平
成

　

26
年
７
月
31
日
ま
で
に
福
島
県

〈
年
金
に
関
す
る
お
知
ら
せ
〉

★ 
国
民
年
金
保
険
料
は
納
付
期
限

ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

　

平
成
27
年
４
月
分
か
ら
28
年
３

月
分
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料

は
、
月
額
１
５
、５
９
０
円
で
す
。

　

保
険
料
は
、
日
本
年
金
機
構
か

ら
送
ら
れ
る
納
付
書
に
よ
り
、
金

融
機
関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
で

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ

る
納
付
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
利

用
し
て
の
納
付
、
そ
し
て
便
利
で
お

得
な
口
座
振
替
も
あ
り
ま
す
。

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年

金
保
険
料
を
納
期
限
ま
で
に
納
め

て
い
た
だ
け
な
い
方
に
対
し
て
、

電
話
、
書
面
、
面
談
に
よ
り
早
期

に
納
め
て
い
た
だ
く
よ
う
案
内
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

未
納
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
と
、
納

付
を
督
促
す
る
文
書
（
督
促
状
）
を

送
付
し
、
指
定
さ
れ
た
期
限
ま
で
に

納
付
が
無
い
場
合
は
、
延
滞
金
が
課

さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
納
付
義
務

の
あ
る
方
の
財
産
を
差
し
押
さ
え
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
の
納

付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

経
済
的
な
理
由
等
で
保
険
料
の

納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
免
除
さ

れ
る
制
度
や
猶
予
さ
れ
る
制
度
が

あ
り
ま
す
の
で
、
年
金
事
務
所
ま

た
は
町
役
場
の
国
民
年
金
窓
口
へ

ご
相
談
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

納
付
義
務
者
は
被
保
険
者
本
人
、

　

連
帯
し
て
納
付
す
る
義
務
を
負

　

う
配
偶
者
お
よ
び
世
帯
主
に
な

　

り
ま
す
。

↓
次
の
ペ
ー
ジ
へ

　

内
の
市
町
村
か
ら
母
子
健
康
手

　

帳
を
交
付
さ
れ
た
方

② 

①
の
期
間
に
福
島
県
外
で
母
子

　

健
康
手
帳
を
交
付
さ
れ
た
方
で
、

　

福
島
県
で
里
帰
り
出
産
さ
れ
た
方

▼ 

平
成
27
年
度
調
査
に
つ
い
て

▽ 

時
期　
平
成
27
年
秋
頃

▽ 

対
象
者　

① 

平
成
26
年
８
月
１
日
か
ら
平
成

　

27
年
７
月
31
日
ま
で
に
福
島
県

　

内
の
市
町
村
か
ら
母
子
健
康
手

　

帳
を
交
付
さ
れ
た
方

② 

①
の
期
間
に
福
島
県
外
で
母
子

　

健
康
手
帳
を
交
付
さ
れ
た
方
で
、

　

福
島
県
で
里
帰
り
出
産
さ
れ
た
方

※ 

対
象
の
皆
さ
ん
（
①
の
方
）
に

　

は
調
査
票
を
お
送
り
し
ま
す
の

　

で
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼ 

問　
福
島
県
立
医
科
大
学
放
射

　

線
医
学
県
民
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
４-

５
４
９-

５
１
８
０

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

▼ 

日
程　
７
月
23
日
（
木
）

　

午
前
９
時
30
分

▼ 

相
談
担
当　
臨
床
心
理
士

　
　
　
　
　
　

 

横
山
美
香

▼ 

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

▼ 

申
込
・
問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

 

☎
62-

５
１
１
０
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子
ど
も
・
親
子

年　

金

健　

康



〈
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
事
業
者
向

け
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
〉

　

今
年
10
月
か
ら
個
人
番
号
の
付

番
・
通
知
が
始
ま
り
ま
す
。
事
業

者
の
方
々
は
従
業
員
の
給
与
・
年

金
等
の
行
政
手
続
き
に
お
い
て
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
適
切
に
取
り
扱

う
必
要
が
あ
る
た
め
、
次
の
と
お

り
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼ 

日
時　
７
月
14
日
（
火
）
午
前

９
時
30
分
～
12
時
／
午
後
１
時

30
分
～
４
時

※ 

午
前
、午
後
で
同
一
の
内
容
で
す
。

〈
平
成
27
年
産
牧
草
・
飼
料

作
物
に
つ
い
て
〉

　

草
地
更
新
（
除
染
）
後
、
未
検

査
の
牧
草
地
、
も
し
く
は
、
新
た

に
播
種
し
た
牧
草
地
に
つ
い
て

は
、
放
射
性
物
質
の
検
査
を
行
い
、

利
用
の
可
否
を
判
断
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
牛
へ
の
給
与
を
希
望

さ
れ
る
方
は
必
ず
検
査
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
野
草
の
給
与

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
自
粛
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

６
月
18
日
現
在
の
三
春
町
に
お

け
る
利
用
判
断
状
況
は
次
の
と
お

り
で
す
。

★ 

国
民
年
金
保
険
料
免
除
等
の
申

　
請
に
つ
い
て

　

保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、

万
一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮

の
事
態
が
発
生
す
る
と
、
障
害
基
礎

年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ

な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
は
、
保
険
料
の
納
付
が

免
除
・
猶
予
と
な
る
「
保
険
料
免

除
制
度
」や「
若
年
者（
30
歳
未
満
）

納
付
猶
予
制
度
」
が
あ
り
ま
す
の

で
、
住
民
登
録
を
し
て
い
る
市
区

役
所
ま
た
は
町
村
役
場
の
国
民
年

金
担
当
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
申
請
書
は
窓
口
に
備
え

付
け
て
あ
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
の
免
除
の
受
付
は

平
成
27
年
７
月
１
日
か
ら
開
始
さ

れ
、
平
成
27
年
７
月
分
か
ら
平
成

28
年
６
月
分
ま
で
の
期
間
を
対
象

と
し
て
審
査
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
４
月
か
ら
法
律
が
改

正
さ
れ
て
、
２
年
１
か
月
前
の
月
分

ま
で
遡
及
し
て
免
除
申
請
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
失
業
等
に
よ
り
保

険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
経
済
的
に

困
難
に
な
っ
た
も
の
の
、
申
請
を
忘

れ
て
い
た
た
め
に
未
納
期
間
を
有
し

て
い
る
方
は
、
一
度
、
年
金
事
務
所

ま
た
は
町
役
場
の
国
民
年
金
窓
口
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　

　

郡
山
年
金
事
務
所

　

☎
０
２
４-

９
３
２-

３
４
３
４

〈
は
か
り
の
定
期
検
査
を
受

け
ま
し
ょ
う
〉

　

商
店
・
工
場
・
病
院
・
学
校
な

ど
で
取
引
や
証
明
行
為
に
使
用
す

る
「
は
か
り
」
は
、
計
量
法
の
規

定
に
よ
り
、
２
年
に
一
度
定
期
検

査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
今
年
は
そ
の
検
査
の
年
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
該
当
す

る
場
合
は
必
ず
受
検
し
て
く
だ
さ

い
。
検
査
は
、
は
か
り
の
大
き
さ

や
種
類
に
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
に

実
施
さ
れ
ま
す
。

★ 

集
合
検
査　
福
島
県
計
量
検
定

所
が
指
定
す
る
期
日
・
場
所
で

行
う
検
査

▽ 

ひ
ょ
う
量
５
０
０
㎏
未
満
の「
一

般
小
型
は
か
り
」
な
ど
運
搬
可

能
な
も
の

▽ 

日
程　
９
月
17
日
（
木
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

▽ 

場
所　
三
春
交
流
館
ま
ほ
ら
ホ

ワ
イ
エ

★ 

所
在
場
所
検
査　
（
一
社
）
福

島
県
計
量
協
会
ま
た
は
一
般
計

量
士
が
は
か
り
の
所
在
場
所
に

出
向
い
て
行
う
検
査

▽ 

「
電
気
式
は
か
り
」
や
ひ
ょ
う
量

５
０
０
㎏
を
超
え
る
「
中
型
は

か
り
」、
２
ｔ
を
超
え
る
「
大
型

は
か
り
」
な
ど
運
搬
不
向
き
な

も
の

▽ 

「
一
般
小
型
は
か
り
」
で
所
在
場

所
検
査
を
希
望
す
る
方

▽ 

日
程

・
電
気
式
は
か
り
、
一
般
小
型
は
か
り

　

８
月
17
日（
月
）～
８
月
21
日（
金
）

・
中
型
は
か
り

　

７
月
23
日
（
木
）・
24
日
（
金)

・
大
型
は
か
り

　

７
月
６
日
（
月
）
～
10
日
（
金
）、

７
月
13
日
（
月
）・
14
日
（
火
）

▽ 

場
所　
各
事
業
所

★ 

検
査
手
数
料　
有
料

※ 

中
型
・
大
型
は
か
り
の
場
合
、

こ
の
ほ
か
に
分
銅
運
搬
費
な
ど

別
途
諸
経
費
が
加
算
さ
れ
ま

す
。

▼ 

問　
産
業
課 

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

３
９
６
０

▼ 

場
所　
郡
山
市
役
所
本
庁
舎

　

２
階
正
庁

▼ 

定
員　
各
回
３
０
０
名
（
開
催

日
の
１
週
間
前
ま
で
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
）

▼ 

申
込
方
法

　

福
島
県
情
報
政
策
課
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.pref.
fukushim

a.lg.jp/sec/11045a/
m

y-num
ber-briefing02.htm

l

）

か
ら
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
当
日

申
込
画
面
を
印
刷
し
て
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

▼ 

問　
福
島
県
情
報
政
策
課

　

 　
　

☎
０
２
４-

５
２
１-

７
１
３
６

▼ 

永
年
生
牧
草
（
オ
ー
チ
ャ
ー
ド

グ
ラ
ス
、
リ
ー
ド
カ
ナ
リ
ー
グ

ラ
ス
、
チ
モ
シ
ー
な
ど
）

　

草
地
更
新
（
除
染
）
し
た
農
家

ご
と
に
利
用
の
可
否
を
判
断
す
る
。

※ 

平
成
24
～
26
年
度
に
利
用
可
能

と
な
っ
た
牧
草
地
に
つ
い
て
は
、

検
査
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼ 

単
年
生
飼
料
作
物

▽ 

イ
ネ
科
飼
料
作
物
（
麦
類
、
ヒ

エ
、
イ
タ
リ
ア
ン
ラ
イ
グ
ラ
ス

な
ど
）

　

青
刈
利
用
、
サ
イ
レ
ー
ジ
・
乾

草
利
用
と
も
農
家
ご
と
に
利
用
の

可
否
を
判
断
す
る
。

▽ 

イ
ネ
科
長
大
作
物
（
飼
料
用
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
、
ス
ー
ダ
ン
グ
ラ

ス
、
ソ
ル
ゴ
ー
な
ど
）

　

農
家
ご
と
に
利
用
の
可
否
を
判

断
す
る
。

▼ 

問　
産
業
課 

農
林
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
１
１
２

　
　
　

 

県
中
農
林
事
務
所
田
村
農
業
普
及
所

　
　
　

 

☎
62-

３
１
１
３

　

住
民
課 

住
民
グ
ル
ー
プ

　

☎
62-

８
１
２
６

24



〈
ス
プ
レ
ー
缶
は
有
害
ご
み

で
す
〉

　
「
ス
プ
レ
ー
缶
」、「
カ
セ
ッ
ト

ガ
ス
ボ
ン
ベ
」、「
使
い
捨
て
ラ
イ

タ
ー
」
等
は
「
有
害
ご
み
」
と
し

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

中
に
残
っ
て
い
る
ガ
ス
に
引
火

し
て
、
ご
み
収
集
車
が
火
災
に
な

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
分
別
の
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼ 

問　
住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　
　
　

☎
62-

２
１
４
７

▼ 有害ごみ（月１回収集）
〈代表的な例〉

ライター スプレー缶 ガスボンベ

〈
成
年
後
見
制
度
を
ご
存
知
で
す
か
〉

　

認
知
症
や
知
的
障
害
、
精
神
障
害
な
ど
に
よ
っ
て
物
事
を
判
断
す
る
能

力
が
十
分
で
な
い
方
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
方
々
の
権
利
を
守
る
援
助
者

（「
成
年
後
見
人
」
等
）
を
選
ぶ
こ
と
で
、
本
人
を
法
律
的
に
支
援
す
る
制

度
で
す
。
成
年
後
見
制
度
に
は
「
任
意
後
見
制
度
」
と
「
法
定
後
見
制
度
」

の
２
つ
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。

▼ 

任
意
後
見
制
度　
将
来
、
判
断
能
力
が
不
十
分
と
な
っ
た
場
合
に
備
え

　

て
、「
誰
に
」「
ど
の
よ
う
な
支
援
を
し
て
も
ら
う
か
」
を
あ
ら
か
じ
め

　

契
約
に
よ
り
決
め
て
お
く
制
度
で
す
。

▼ 

法
定
後
見
制
度　
判
断
能
力
が
不
十
分
に
な
っ
た
場
合
、
家
庭
裁
判
所

　

へ
申
立
て
を
行
い
、
援
助
者
と
し
て
の
成
年
後
見
人
等
（
後
見
人
、
保

　

佐
人
、
補
助
人
）
を
選
定
し
て
も
ら
う
制
度
で
、
本
人
の
判
断
能
力
に

　

応
じ
て
「
後
見
」「
保
佐
」「
補
助
」
の
３
種
類
に
分
か
れ
ま
す
。
な
お
、

　

申
立
て
は
本
人
や
配
偶
者
な
ど
が
行
い
ま
す
が
、
申
立
て
で
き
る
人
が

　

い
な
い
場
合
は
、
市
町
村
長
が
申
立
て
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※１ 民法第 13 条１項に掲げられている借金、訴訟行為、相続の承認や放棄、
新築や増改築などの事項をいいます。ただし、日用品の購入など日常生活に
関する行為は除かれます。

※２ 本人が特定の行為を行う際に、その内容が本人に不利益でないか検討して、
問題ない場合に同意（了承）する権限です。保佐人、補助人は、この同意が
ない本人の行為を取り消すことができます。

※３ 家庭裁判所の審判により、民法 13 条１項の所定の行為以外についても、
同意権・取消権の範囲を広げることができます。

※４ 民法第 13 条第１項に掲げられている同意を要する行為に限定されません。

▼ 法定後見制度の３種類

判断能力が欠け
ている方

医師，税理士等の資格や会社役員，公
務員等の地位を失うなど

制度を利用した場合
の資格などの制限

後　見

対象となる方

申立てができる方

成年
後見人等
の
権限

必ず与え
られる
権限

財産管理につい
ての全般的な代
理権、取消権（日
常生活に関する
行為は除く）

特定の事項（※１）に
ついての同意権（※２）、
取消権（日常生活に
関する行為は除く）

ー

ー

ー

●特定の事項以外の
事項（※３）について
の同意権、取消権
●特定の法律行為（※
４）についての代理権

●特定の事項（※１）の一部につ
いての同意権（※２）、取消権（日
常生活に関する行為は除く）
●特定の法律行為（※４）につい
ての代理権

申立てに
より与え
られる
権限

判断能力が著しく
不十分な方

判断能力が不十分な方

本人、配偶者、四親等以内の親族、検察官、市町村長など

保　佐 補　助

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー 

☎
62-

３
１
６
６

〈
水
道
に
関
す
る
お
知
ら
せ
〉

◎ 

水
道
検
針
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

水
道
料
金
を
算
出
す
る
た
め
の

検
針
は
、
１
・
３
・
５
・
７
・
９
・
11

月
の
年
６
回
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
７
月
の
検
針
と
し
て
、

委
託
し
た
検
針
員
が
訪
問
し
ま
す

の
で
、
能
率
的
に
検
針
で
き
る
よ

う
、
次
の
点
に
つ
い
て
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▽ 

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物

　

を
置
か
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

　

さ
い
。

▽ 
犬
は
出
入
口
や
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ

　

ク
ス
か
ら
離
し
て
つ
な
い
で
お

　

い
て
く
だ
さ
い
。

◎ 

水
道
料
金
と
納
期
限

　

水
道
料
金
は
、
基
本
料
金
と
水

量
料
金
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

　

基
本
料
金
は
、
使
用
水
量
に
か

か
わ
ら
ず
い
た
だ
く
料
金
で
、
水

量
料
金
は
使
用
水
量
に
応
じ
て
い

た
だ
く
料
金
で
す
。

　

納
期
限
は
、
現
金
払
い
は
奇
数

月
の
月
末
、
口
座
振
替
の
場
合
は
、

奇
数
月
の
25
日
で
す
。

◎ 

便
利
な
口
座
振
替
制
度

　

金
融
機
関
で
口
座
振
替
の
申
し
込

み
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
ご
指

定
の
預
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
水
道

料
金
を
支
払
う
制
度
で
す
。
各
取
扱

金
融
機
関
へ
、
金
融
機
関
届
出
印
鑑

と
通
帳
お
よ
び
水
道
料
金
の
領
収
書

を
持
参
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
取
扱
金
融
機
関
】

　

た
む
ら
農
協
、
東
邦
銀
行
、
郡
山

信
用
金
庫
、
各
本
店
・
各
支
店
、
郵

便
局
、
東
北
労
働
金
庫
郡
山
支
店
、

郡
山
東
支
店

◎ 

量
水
器
（
水
道
メ
ー
タ
ー
）
の

　
交
換
を
し
ま
す

　

計
量
法
に
よ
り
設
置
か
ら
８
年

を
経
過
し
た
量
水
器
（
水
道
メ
ー

タ
ー
）
は
新
品
と
交
換
す
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
に
該
当
す
る
量
水
器

は
、
次
の
公
認
業
者
が
お
宅
へ
う

か
が
い
交
換
作
業
を
行
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

止
水
栓
が
無
い
場
合
な
ど
、
設

置
の
状
況
に
よ
り
メ
ー
タ
ー
の
交

換
が
で
き
な
か
っ
た
お
宅
に
は
、

後
日
、
担
当
よ
り
ご
連
絡
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

▼ 

施
工
公
認
業
者

　
（
有
）
橋
本
設
備
・（
有
）
本
田

ポ
ン
プ
店
、（
有
）
栁
沼
設
備
・
吉

村
管
工
所
・
神
設
備
、（
株
）
三

立
設
備
三
春
営
業
所

▼ 
交
換
手
数
料　
　

無
料

※ 
業
者
な
ど
が
料
金
を
請
求
す
る

　

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼ 

問　
企
業
局 
水
道
・
宅
造
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-
２
５
０
０

25

年　

金

仕　

事

農　

業

暮
ら
し



● 

法
蔵
寺
蓮
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す

　

７
月
15
日（
水
）～
８
月
14
日（
金
）の
期
間
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

▼ 

観
蓮
会　

▽ 

日
時　
７
月
26
日
（
日
）
午
前
６
時
～
９
時

▽ 

内
容　
茶
会
（
参
加
自
由
）、
花
架
拳
の
舞
、
写
真
展
、
投
句
会
な
ど

▽ 

そ
の
他　
蓮
酒
・
蓮
茶
・
蓮
お
に
ぎ
り
な
ど
蓮
の
朝
食
も
準
備
し
て

　

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼ 

ソ
バ
打
ち
教
室

▽ 

日
時　
７
月
20
日
（
月
）
午
前
10
時

▽ 

申
込
期
限
／
参
加
料　
７
月
15
日
（
水
）
／
１
、０
０
０
円

▼ 

手
打
ち
ソ
バ
無
料
試
食
会

▽ 

日
時　
７
月
20
日
（
月
）
午
前
11
時

※ 

ご
自
由
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

大
平
千
恵
子
ち
ぎ
り
絵
展

▽ 

日
時　
７
月
20
日
（
月
）
～
30
日
（
木
）

▼ 

問　
法
蔵
寺 

☎
62-

２
６
３
７

町
以
外
の
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆ 開場期間　７月 18 日（土）～８月 23 日（日）
◆ 午前の部　午前９時～ 11 時 55 分　◆ 午後の部　午後１時～３時 55 分
※ 期間中は休まず開場しますが、気温・水温が 23℃以下の場合は休場します。
※ 町内小学校水泳交歓会のため、７月 21 日（火）、22 日（水）は休場になります。
　雨天により水泳交歓会が延期された場合、24 日（金）を休場する場合があります
　ので、この期間の利用については、当日の朝、次の連絡先へお問い合わせください。
※ 国の基準に基づく水質検査を実施して開場します。
◆ 入場料　一般／１回 100 円、高校生以下／１回 50 円
★ 8 月９日（日）は「県民の日」を記念して、町営の体育施設を無料開放します。
◆ 問　町民体育館　☎ 62-6212（月曜日は休館）

町営貝山プールオープン！

● 

消
防
吏
員
募
集

　

平
成
28
年
４
月
１
日
採
用
予
定
の
郡
山
地
方
広
域
消
防
組
合
職
員
採
用
候

補
者
試
験
を
行
い
ま
す
。
申
込
用
紙
は
、
最
寄
り
の
消
防
署
、
基
幹
分
署
、

分
署
、
分
遣
所
、
救
急
所
で
お
渡
し
し
ま
す
。
郵
便
で
請
求
の
場
合
は
、
あ

て
先
を
明
記
し
た
返
信
用
封
筒﹇
角
形
２
号（
縦
３
３
２
㎜
×
横
２
４
０
㎜
）﹈

と
１
４
０
円
切
手
（
定
形
外
郵
便
料
金
分
）
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

受
験
資
格　
平
成
２
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
10
年
４
月
１
日
ま
で
に

　

生
ま
れ
た
者
（
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。）

▼ 

募
集
人
員　
18
名
程
度

▼ 

受
付
期
間　
７
月
22
日
（
水
）
～
８
月
31
日
（
月
）

▼ 

試
験
日
（
第
１
次
試
験
）　
９
月
27
日
（
日
）

▼ 

会
場　
郡
山
地
方
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部

▼ 

申
込
・
問　
〒
９
６
３-

８
８
７
７ 
郡
山
市
堂
前
町
５
番
16
号

　

郡
山
地
方
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部 

人
事
教
養
係

　

☎
０
２
４-

９
２
３-

１
７
０
８

〈
ふ
く
し
ま
観
光
促
進
特
区

が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
〉

　

東
日
本
大
震
災
特
別
区
域
法（
以

下
「
復
興
特
区
法
」
と
い
う
。）
に

基
づ
き
、
福
島
県
と
県
内
51
市
町

村
が
共
同
申
請
し
た
「
ふ
く
し
ま

観
光
復
興
促
進
特
区
」
が
平
成
27

年
３
月
26
日
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

集
積
業
種
の
事
業
者
の
方
々

が
、
復
興
産
業
集
積
区
域
に
お
い

て
、
復
興
に
寄
与
す
る
事
業
（
新

規
投
資
や
被
災
者
雇
用
な
ど
）
を

行
う
場
合
に
は
、
復
興
特
区
法
施

行
規
則
に
基
づ
く
町
の
指
定
等
を

受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
税
制
の
特

例
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼ 

目
的　
観
光
関
連
産
業
の
企
業
の

　

新
・
増
設
の
促
進
と
雇
用
の
創
出

▼ 

特
例
措
置　
法
人
税
や
事
業
税
、

　

不
動
産
取
得
税
、
固
定
資
産
税
の

　

優
遇
措
置

○ 

復
興
特
区
法
と
は

　

復
興
特
区
法
と
は
、
東
日
本
大

震
災
か
ら
の
復
興
の
円
滑
か
つ
迅

速
な
推
進
と
活
力
あ
る
日
本
の
再

生
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

平
成
23
年
12
月
26
日
に
施
行
さ
れ

ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
一
定
の

被
害
が
生
じ
た
県
お
よ
び
市
町
村

は
、
国
が
策
定
す
る
基
本
方
針
に

基
づ
き
、
復
興
推
進
計
画
を
作
成

し
、
内
閣
総
理
大
臣
に
申
請
し
、

認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

認
定
を
受
け
た
計
画
に
基
づ
い

て
実
施
す
る
復
興
推
進
事
業
に
つ

〈
人
権
擁
護
委
員
制
度
を
御

存
じ
で
す
か
〉

　

昭
和
23
年
、
政
令
に
基
づ
い
て

人
権
擁
護
委
員
制
度
が
設
け
ら

れ
、
翌
24
年
６
月
１
日
に
人
権
擁

護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
地
域
住
民
の
な

か
に
あ
っ
て
国
民
の
基
本
的
人
権

を
擁
護
す
る
機
関
で
あ
る
人
権
擁

護
委
員
制
度
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

人
権
思
想
の
普
及
高
揚
を
図
る

た
め
、
人
権
擁
護
委
員
が
皆
さ
ん

の
町
で
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。

▼ 

特
設
人
権
相
談
所

▽ 

日
時　
７
月
７
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▽ 

場
所　
三
春
町
役
場
４
階

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分
ま
で
は

弁
護
士
が
同
席
し
て
相
談
を
受
け

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
御
相
談

く
だ
さ
い
。

↖
次
の
ペ
ー
ジ
に
続
く

い
て
は
、
税
制
の
優
遇
や
規
制
の

特
例
な
ど
の
一
定
の
措
置
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

　

対
象
業
種
や
対
象
区
域
な
ど
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
産
業
課 

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

　
　
　

☎
62-

３
９
６
０
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● 

第
３
回
親
子
建
設
現
場
見
学
会
開
催

　

普
段
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
建
設
（
施
設
）
現
場
の
見
学
を
通
し
、
建

設
産
業
の
社
会
的
な
役
割
、
産
業
的
な
魅
力
な
ど
を
理
解
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
と
し
、
建
設
現
場
見
学
会
を
実
施
し
ま
す
。

▼ 

日
時　
７
月
24
日
（
金
）
午
前
７
時
30
分
～
午
後
５
時

▼ 

集
合
場
所　
郡
山
駅
西
口

▼ 

見
学
場
所　
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
（
宮
城
県
山
元
町
～
福
島
県
新
地
町
区
間
）

　

鉄
道
移
設
復
旧
工
事
現
場
の
見
学

▼ 

対
象　
県
中
地
域
の
小
学
３
年
生
～
６
年
生
の
児
童
と
そ
の
保
護
者

　
（
20
組
40
名
）
を
対
象

▼ 

参
加
費　
無
料
、
昼
食
（
お
弁
当
）
付
き

▼ 

申
込
方
法　
官
製
は
が
き
（
事
業
部
業
務
課
宛
）
に
①
郵
便
番
号
・

住
所
、
②
参
加
す
る
お
子
様
の
氏
名
フ
リ
ガ
ナ
・
年
齢
（
学
年
）・
性
別
、

③
参
加
す
る
保
護
者
の
氏
名
フ
リ
ガ
ナ
・
年
齢
・
性
別
、
④
電
話
番
号
、

⑤
こ
の
見
学
会
を
何
で
知
っ
た
か
、
⑥
知
り
た
い
こ
と
聞
い
て
み
た

い
こ
と
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
期
限　
７
月
12
日
（
日
）
必
着
（
※
応
募
者
多
数
の
場
合
、抽
選
）

▼ 

案
内
状
送
付　
７
月
14
日
（
火
）
発
送

▼ 

そ
の
他　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
・
問　
〒
９
６
０-

８
０
６
１ 

福
島
市
五
月
町
４-

25 

　

一
般
社
団
法
人
福
島
県
建
設
業
協
会
事
業
部
業
務
課

　

☎
０
２
４-

５
２
１-

０
２
４
４

● 
認
定
こ
ど
も
園
三
春
幼
保
園
ト
ピ
ッ
ク
ス

○ 

子
ど
も
夏
祭
り
開
催
　

　

毎
年
恒
例
の
美
味
し
い
屋
台
、
楽
し
い
縁
日
、「
三
春
盆
踊
り
」、
打
ち

上
げ
花
火
に
よ
る
夏
祭
り
を
開
催
し
ま
す
。
※ 

屋
台
・
縁
日
は
有
料

▼ 

日
時
／
場
所　
７
月
11
日
（
土
）
午
後
５
時
30
分
～
７
時
30
分
／
三
春
幼
保
園
園
庭

○ 

消
防
デ
イ
の
お
知
ら
せ

　

子
供
た
ち
を
対
象
に
し
た
防
災
・
防
火
に
つ
い
て
の
お
話
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
用
方
法
や
応
急
処
置
教
室
も
行
い
ま
す
。

▼ 

日
時
／
場
所　
７
月
22
日
（
水
）
午
前
10
時
～
11
時
30
分
／
三
春
幼
保
園

▼ 

対
象
／
主
催　
就
学
前
の
親
子
／
三
春
幼
保
園
家
庭
教
育
学
級

▼ 

問　
認
定
こ
ど
も
園
三
春
幼
保
園 

☎
62-
２
５
４
８

〈
三
春
町
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

「
三
春
プ
レ
ミ
ア
ム
20
」を
発
行

し
ま
す
〉

　

町
で
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化

と
地
元
消
費
の
拡
大
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
国
の
地
域
活
性

化
・
地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援

交
付
金
を
活
用
し
、
町
内
で
共
通

し
て
利
用
で
き
る
販
売
額
か
ら
２

割
分
上
乗
せ
し
た
プ
レ
ミ
ア
ム
付

き
商
品
券
「
三
春
プ
レ
ミ
ア
ム
20
」

を
発
行
し
ま
す
。

　

販
売
場
所
や
購
入
方
法
等
の
詳

細
は
、
広
報
と
合
わ
せ
て
配
布
す

る
三
春
町
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の

チ
ラ
シ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。（
町

内
の
世
帯
の
み
の
配
布
と
な
り
ま

す
。）

★ 

実
施
概
要

▼ 

実
施
主
体　
三
春
町

▼ 

受
託
事
業
者　
三
春
町
商
工
会

▼ 

発
行
総
額　
１
億
２
千
万
円

　
（
事
業
規
模
１
億
円
、
プ
レ
ミ

ア
ム
20
パ
ー
セ
ン
ト
上
乗
せ

２
千
万
円
）

▼ 

利
用
期
間　
８
月
１
日
（
土
）

～
12
月
31
日
（
木
）

▼ 

商
品
券
の
販
売
形
態
お
よ
び
種
類

▽ 

額
面　
１
枚
５
０
０
円

▽ 

販
売
金
額

　

 

１
セ
ッ
ト
１
０
、０
０
０
円

▽ 

１
セ
ッ
ト
内
訳

　

共
通
券
12
枚
、
専
用
券
12
枚

（
１
２
、０
０
０
円
分
）

① 

共
通
券　

全
て
の
取
扱
店
で
利

用
可

② 

専
用
券　

大
型
店
舗
（
売
り
場

面
積
１
、０
０
０
㎡
以
上
）
以

外
の
取
扱
店
で
利
用
可

▼ 

販
売
方
法

　

三
春
町
に
在
住
す
る
方
お
よ
び

東
日
本
大
震
災
で
三
春
町
に
避
難

し
て
い
る
方
に
優
先
的
に
販
売
し
ま

す
。（
１
世
帯
２
セ
ッ
ト
ま
で
）

▽ 

優
先
販
売　
７
月
25
日
（
土
）

～
７
月
27
日
（
月
）

▽ 

一
般
販
売　
７
月
31
日
（
金
）

　

か
ら
、
予
定
数
売
り
切
れ
ま
で

　

町
外
の
方
に
も
販
売
し
ま
す
。

　
（
１
人
５
セ
ッ
ト
ま
で
）

▼ 

問　
三
春
町
商
工
会

　

 　
　

☎
62-

３
５
２
３

　

 　
　

産
業
課 

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

　

 　
　

☎
62-

３
９
６
０

▼ 

三
春
町
の
人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）

　

七
海
浩
一
、
橋
本
多
美
子
、
加

藤
康
子
、
髙
橋
正
美

▼ 
問　
住
民
課 

住
民
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 
☎
62-

８
１
２
６
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広 告 欄



広　
告　
欄

● 「
法
テ
ラ
ス
二
本
松
」
が
３
年
間
延
長
さ
れ
ま
す

　

法
テ
ラ
ス
二
本
松
で
は
、
原
発
賠
償
問
題
以
外
で
も
民
事
上
の
「
法
律

相
談
」
の
ほ
か
、
司
法
書
士
・
行
政
書
士
・
社
会
福
祉
士
・
社
会
保
険
労

務
士
・
税
理
士
・
建
築
士
・
土
地
家
屋
調
査
士
に
よ
る
「
よ
ろ
ず
相
談
」

も
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
法
律
相
談
は
月
～
金
曜
日
、
よ
ろ

ず
相
談
は
火
・
木
曜
日
に
行
っ
て
い
ま
す
。

▼ 

問　
法
テ
ラ
ス
二
本
松 

☎
０
５
０-

３
３
８
１-

３
８
０
３

● 
ラ
イ
ス
レ
イ
ク
の
家
か
ら
の
お
知
ら
せ

★ 

歴
史
講
話　
７
月
の
テ
ー
マ「
み
ん
な
で
三
春
史
を
話
し
合
う
フ
リ
ー

ト
ー
キ
ン
グ
」

▼ 

日
時　
７
月
９
日
（
木
）
午
後
７
時
よ
り
（
月
に
１
回
第
２
木
曜
日
）

▼ 

場
所　
ラ
イ
ス
レ
イ
ク
の
家

▼ 

会
費　
５
０
０
円
（
コ
ー
ヒ
ー
付
）

▼ 

講
師　
橋
本
捨
五
郎
さ
ん

▼ 

そ
の
他　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
初
め
て
の
方
は
予
約
申
し

　

込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
・
問　
ラ
イ
ス
レ
イ
ク
の
家 

☎
62-
５
８
０
０

〈
第
65
回
福
島
県
統
計
グ
ラ

フ
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集
〉

　

県
で
は
、
統
計
に
興
味
と
親
し
み

を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、「
第
65

回
福
島
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー

ル
」
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼ 

募
集
作
品　
観
察
記
録
や
既
存

　

デ
ー
タ
な
ど
を
手
描
き
ま
た
は
パ

　

ソ
コ
ン
で
グ
ラ
フ
に
し
た
ポ
ス
タ
ー

▼ 

テ
ー
マ　
自
由

▼ 

規
格　
72
・
８
ｃ
ｍ
×
51
・
５

　

ｃ
ｍ
（
Ｂ
２
判
）

▼ 

応
募
資
格　
小
学
生
以
上

▼ 

応
募
期
限　
９
月
３
日
（
木
）
必
着

※ 

小
・
中
・
高
校
生
は
、
各
学
校

　

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
・
問

　

〒
９
６
０-

８
０
４
３
（
住
所

　

記
載
不
要
）

　

福
島
県
企
画
調
整
部 

統
計
課

　

☎
０
２
４-

５
２
１-

７
１
４
３

● 

平
成
27
年
度
消
費
生
活
無
料
法
律
相
談
会
開
催

　

県
で
は
、
多
重
債
務
問
題
や
契
約
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
様
々
な
消
費
生
活
相

談
に
対
応
す
る
た
め
、
法
律
の
専
門
家
に
よ
る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼ 

相
談
日
時　
７
月
14
日（
火
）午
後
１
時
15
分
～
４
時
45
分（
一
人
30
分
）

▼ 

相
談
方
法　
来
所
お
よ
び
電
話
相
談

▼ 

場
所　
郡
山
市
労
働
福
祉
会
館
（
郡
山
市
虎
丸
町
７-

７
）

▼ 

そ
の
他　
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。
相
談
日
の
１
週
間
前
ま
で
に

　

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼ 

申
込
・
問　
県
中
地
方
振
興
局
県
民
環
境
部
県
民
生
活
課 

　
　
　
　
　
　

 

☎
０
２
４-

９
３
５-

１
２
９
５

町
以
外
の
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〈
三
春
町
長
選
挙
・
三
春
町

議
会
議
員
一
般
選
挙
立
候
補

予
定
者
説
明
会
開
催
〉

　

９
月
13
日
（
日
）
投
票
の
立
候

補
予
定
者
説
明
会
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。
関
係
者
の
方
は
ご

出
席
く
だ
さ
い
。

▼ 

三
春
町
長
選
挙

▽ 

日
時　
８
月
17
日
（
月
）
午
後

　

１
時
30
分

▽ 

立
候
補
で
き
る
方　
平
成
２
年

　

９
月
14
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

▼ 

三
春
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

▽ 

日
時　
８
月
17
日
（
月
）
午
前
10
時

▽ 

立
候
補
で
き
る
方　
平
成
２
年

　

９
月
14
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、

　

平
成
27
年
６
月
７
日
以
前
か
ら
三

　

春
町
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
方

※ 

場
所
は
い
ず
れ
も
役
場
３
階
会

　

議
室
で
す
。

▼ 

問　
三
春
町
選
挙
管
理
委
員
会

　

事
務
局
（
総
務
課
内
）

　

☎
62-

２
１
１
１

〈
毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別

調
査
が
は
じ
ま
り
ま
す
〉

　

７
月
31
日
現
在
で
、
常
用
労
働

者
を
１
人
か
ら
４
人
雇
用
し
て
い

る
事
業
所
を
対
象
に
、「
毎
月
勤

労
統
計
調
査
特
別
調
査
」
を
実
施

し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
賃
金
、
労
働
時

間
お
よ
び
労
働
者
数
の
動
向
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
の
大
切
な
調
査

で
す
。
厚
生
労
働
省
が
指
定
し
た

調
査
区
内
の
調
査
対
象
事
業
所
に

８
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
統
計
調

査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
調

査
へ
の
ご
理
解
と
ご
回
答
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼ 

問　
福
島
県
統
計
課

　
　
　

 

☎
０
２
４-

５
２
１-

７
１
４
５
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　子どもの火遊びによる火災は発見が遅れ、火
災が大きくなることがありますので、次のこと
に注意しましょう。
・ライターやマッチを子どもの手の届くところ
　に置かない。
・火遊びを見かけたら注意する。
・火災の恐ろしさ・火の取り扱い方法について
　きちんと教える。また、花火の取り扱いには、
　次のことに十分注意し、楽しく遊びましょう。
・広くて安全な場所で行う。
・水バケツを用意する。
・子どもだけで遊ばせない。
・説明書をよく読み、注意事項を必ず守る。

火遊び・花火による
火災を防ぎましょう

◆ 問　郡山消防本部予防課 ☎ 024-923-8172

広　
告　
欄

第４回三春ｋｏｎ（みーこん）参加者募集

　三春町では、若者の出会いの場創出事業として、平成
27 年度三春町婚活事業「第４回三春ｋｏｎ」を開催しま
す。仕事が忙しくて、なかなか出会う機会がない方など、
この機会に、ぜひご参加ください！
◆ 日時　８月 22 日（土）午後６時～８時
◆ 会場　郡山市のカジュアルバー rhyme（ライム）を予定
　　　　（三春町から会場までの送迎予定有）
◆ 参加資格
◇ 男性　三春町在住または町内事業所に勤務している独身の方
◇ 女性　三春町または近隣市町村に在住の独身の方
※ 年齢は、男性女性ともに 20 歳から 45 歳まで。
◆ 定員　男性・女性各 10 名程度
◆ 参加費用　男性：3,000 円　女性：1,500 円
◆ 申込締切　８月７日（金）
◆ 申込・問　三春ｋｏｎ事務局（（株）コスモアトリエ内）
　　　　　☎ 024-923-7208、mikon@cosmo-a.co.jp
　　　　　（月～金　午前８時 30 分～午後５時 30 分）

▶ 問　自衛隊福島地方協力本部郡山地域事務所
　　　 ☎ 024-932-1424

● 平成 27 年度自衛官等募集
　次のとおり募集します。詳しくはお問い合わせください。

● 「ブルーベリーの収穫体験と三春ダム探検」開催
　次のとおり開催されます。詳しくはお問い合わせください。
▶ 日時　７月 18 日（土）午前 11 時～午後２時 30 分
▶ 定員／料金　20 名／お一人様 2,000 円（昼食付）
▶ 申込期限　７月 11 日（土）
※ 詳細はホームページ http://www.miharukoma.com まで
▶ 申込・問　（株）三春まちづくり公社 / みはる観光協会
　　　 　　　☎ 62-3690

● 

三
春
町
電
話
帳
発
行
に
伴
う
お
名
前
・
電
話
番

号
等
の
ご
確
認
お
願
い

　

三
春
町
商
工
会
青
年
部
で
は
「
三
春
町
電
話
帳
」
を
来
春
発
行
予
定
で

改
版
し
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
三
春
町
電
話
帳

（
平
成
22
年
作
成
）
に
お
い
て
、
記
載
内
容
の
変
更
・
追
加
や
、
万
一
間

違
い
や
記
載
漏
れ
、
記
載
削
除
等
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
広
報
と
一

緒
に
配
布
さ
れ
て
い
る
専
用
は
が
き
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
期
日
ま
で

に
ご
投
函
く
だ
さ
い
。
新
し
い
電
話
帳
で
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼ 

提
出
期
限　
８
月
31
日
（
月
）

▼ 

そ
の
他　
三
春
町
電
話
帳
に
掲
載
す
る
広
告
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

新
規
で
広
告
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
事
業
所
は
、
三
春
町
商
工
会
へ
お
問

　

合
せ
く
だ
さ
い
。
直
接
訪
問
し
、
広
告
の
種
類
・
料
金
等
の
詳
し
い
ご

　

説
明
を
い
た
し
ま
す
。

▼ 

問　
三
春
町
商
工
会 

☎
62-

３
５
２
３

航空学生

一般曹候補生

自衛官候補生(男子)

自衛官候補生(女子)

８月１日（土）
～９月8日（火）

【1次】９月23日（水）
【1次】９月18日（金）・19日（土）
のいずれか１日

受付時にお知らせ
９月25日（金）～29日（火）
のいずれか１日

高卒（見込含）21歳未満の者

18歳以上27歳未満の者

募集種目 受付期間 試験期日応募資格

８月１日（土）
～９月8日（火）

年間を通して募集

29

暮
ら
し

募　

集

広 告 欄



　
平

成
2

7
年

7
月

１
日

発
行

毎
月

１
日

１
回

発
行

編
集

発
行

／
三

春
町

役
場

総
務

課
企

画
情

報
グ

ル
ー

プ
☎

0
2

4
7

-6
2

-2
1

1
1

（
代

）
℻

0
2

4
7

-6
1

-1
1

1
0

〒
9

6
3

-7
7

9
6

　
福

島
県

田
村

郡
三

春
町

字
大

町
１

-
２

e-m
ail:m

iharum
g@

tow
n.m

iharu.fukushim
a.jp

広
報

み
は

る
2015.7
№

1028

○ホームページ　http://www.town.miharu.fukushima.jp/
○携帯サイト　　http://www.town.miharu.fukushima.jp/mobile/

○ 町営バスをご利用の際は、お得な回数券をご利用く
　ださい。
※ 回数券は、バス車内・三春病院・役場窓口で販売してい
　ます。）

今月のバス運休日：5・12・19・20・26 日

マーク 休 は、町営バスの運休日です。

休

休

休

28

2 3 4

10 119

17 1816

23 24 25

1

86

12

7

1513

19

14

2220 21

５

26

町営バス運休カレンダー（7月）

日 月 火 水 木 金 土

27 29 3130

◆ 問　住民課 生活環境グループ　☎ 62-2147

◎ メールはね　顔が見えない　気をつけて（大内あい・三春中学校 2 年）

カレンダーに記載されている●の中の数字は、関連記事が掲載されている頁
数です。施設の休館日は 18 ページに掲載しています。7月の行事カレンダー

※ 

住
民
課
・
税
務
課
窓
口
延
長
日  

毎
週
水
曜
日
︵
19
時
ま
で
︶﹆
毎
週
日
曜
日
︵
８
時
30
分
～
12
時
︶

20 

20 

20 

30 

30 

30 

20 

21 

22 

21 

20 

20 

19 

20 

19 

21 

24 

30 

　

21 

17

17

おはなし「あのね」の日（10時45分～11時・子育て支援センター）

ミニシアター（10時・中央児童館）

ボランティア活動（13時30分・中央児童館）

行政相談（9時30分～12時・三春町役場）

人権相談（10時～15時・三春町役場）

心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

のびのびの日・食育講座（9時30分～11時・子育て支援センター）

絵本とわらべ唄（10時30分～11時・町民図書館）

健康づくりカローリング教室（9時～11時30分・町民体育館）

木曜おはなし会（放課後・町民図書館）

親子ふれあい教室（10時～11時30分・保健センター）

保健センター開放日（9時～15時30分）

星を見る会(20時～22時・自然観察ステーション)

料理クラブ（9時30分・中央児童館）

昆虫標本作製教室（9時30分～11時30分・自然観察ステーション）

日曜おはなし会（10時30分～11時・町民図書館）

マイナンバー事業者説明会（9時30分～12時/13時30分～16時・郡山市役所）

心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

遊びの広場（10時～11時・子育て支援センター）

木曜おはなし会（放課後・町民図書館）

福島県立博物館移動展（～8月30日・歴史民俗資料館）

福島県立博物館移動展 展示解説（13時30分・歴史民俗資料館）

18（土）

21（火）

22（水）

23（木）

24（金）

25（土）

26（日）

 

28（火）

29（水）

町営貝山プールオープン（～8月23日・9時～11時55分/13時～15時55分）

おりがみクラブ（9時30分・中央児童館）

星を見る会(20時～22時・自然観察ステーション)

葉脈標本づくり（9時30分～11時30分・自然観察ステーション）

乳幼児健診・3～4か月児（13時集合・保健センター）

心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

乳幼児健診・3歳児（13時～13時30分受付・保健センター）　

絵本とわらべ唄（10時30分～11時・町民図書館）

お誕生日のつどい（10時～11時・子育て支援センター）

乳幼児健診・1歳6か月児（13時～13時30分受付・保健センター）　

献血車来町（9時30分～17時・町内）

健康づくりカローリング教室（9時～11時30分・町民体育館）

こころの健康相談会（9時30分・保健センター）

すいかわり・種飛ばし大会（14時・中央児童館）

保健センター開放日（9時～15時30分）

化石標本をつくろう（13時30分・自然観察ステーション）

理科クラブ（9時集合・中央児童館）

草木染教室（9時～11時30分・自然観察ステーション）

アンモナイト型の皿をつくろう（10時～12時・歴史民俗資料館）

さくら湖自然教室2015（8時～11時30分）

心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

乳幼児健診・9～10か月児（9時集合・町立三春病院）

  3（金）

  4（土）

  7（火）

  8（水）

  9（木）

10（金）

11（土）

12（日）

14（火）

16（木）

18（土）

26 
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20 
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21 

20 

20 

20 

22 

23 

20 

20 

17

20 

19 

17

21 

30 

20 

※平成 26 年度青少年健全育成標語入選作品

【行政相談】7 月 7 日（火）午前 9 時 30 分～ 12 時
　／三春町役場／行政相談委員

【人権相談】7 月 7 日（火）午前 10 時～午後 3 時 
　／三春町役場／人権擁護委員

【心配ごと相談】7 月 7・14・21・28 日（火）
　午前 9 時～ 12 時／三春町福祉会館（南町）／
　民生児童委員

【肢体不自由者巡回相談】7 月 2 日（木）
　午後 1 時～ 3 時／郡山市障害者福祉センター／
　医師／要予約／保健センター☎ 62-3166

●●●今月の相談●●●

人口・世帯数

7 月 31 日（金）　固定資産税 第 2 期　国民健康保険税 第１期　介護保険料 第１期納  期  限

※ 平成 22 年 10 月 1 日国勢調査の人口基準・平成 27 年 6 月１日現在（前月比）

人口 17,061 人（-13）う
ち男性 8,306 人（-7）・女性 8,755 人（-6）／世帯数 5,550 世

帯

○ 平日夜間　田村地方夜間診療所 ☎ 81-2233
※ 事前に電話相談をしてください。
○ 休日夜間　郡山市夜間急病センター ☎ 024-934-5656
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12日

19日

20日

26日

さいとう医院
かとうの内科クリニック
（わたなべ調剤薬局）
のざわ内科クリニック

（ルビー調剤薬局）
東部台こどもクリニック
（コスモ調剤薬局東部台店）
南東北病院滝根診療所
（わたなべ調剤薬局）
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船引町
船引町
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船引町
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